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文序

那賀郡弥栄村安城地区の中心地、長安八幡宮に隣接する錫所で、旧安城保育所の敷地

(昭和36年建設)や老人ホーム「寿光苑」の敷地 (昭和46年建設)から土器の破片が見つ

かってお り、予てからこの辺 りは遺跡ではないかという声が聞かれていました。

この度、この長安本郷の地で「やさかの里地区県営中山間地域総合整備事業」が行わ

れることになりました。水田の圃場整備等様々な工事で旧来の地盤が破壊、埋没するこ

とにより、遺跡や文化財が未確認のまま滅 してしまうことが危惧 されました。そこで、

遺跡や文化財の調査を行い、その記録を後世に残 してい くために本事業へ取 り組むこと

になりました。

平成12年度に試掘調査を行い、遺物等が多 く出土 し、この付近に集落が形成されてい

たことがほぼ明らかになり、試掘調査の状況を踏まえて、平成13年度に本格的発掘調査

を実施いたしました。

調査では、弥生時代前期から中 。近世期までの各時代の遺物が多量に出上 してお り、

古墳時代前半期や奈良～平安時代の溝や建物跡が見つかっています。なかでも、注目さ

れるのは、古代のものとしては県内 3例 目の焼失竪穴住居跡が発見され、住居内から炭

化 した屋根材や屋根に使われていた粘土が焼け落ちた状態で残っていたと言われている

ことです。

本村では、初めての発掘調査であ り事業進める上でいろいろな課題に直面 しながら取

り組んでまい りましたが、関係者のご支援のお陰で多 くの成果を収めることができまし

た。

発掘調査及び本書の刊行に当た りましては、島根県教育委員会文化財課、島根県埋蔵

文化財調査センター、浜田農林振興センター農村整備課、いなか舎田中義昭氏 (元島大

教授)を はじめ、地域の皆様から多 くのご指導、ご協力を賜 りましたことに対 しまして

心からおネLを 申し上げます。

平成14年 3月

弥栄村教育委員会教育長

領 家   務
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I.調査に至る経緯

島根県那賀郡弥栄村は、「やさかの里地区県営中

山間地総合整備事業圃場整備計画」に先立ち、平成

9年 9月 18日 当該計画地内に埋蔵文化財所在の有無

及び所在する場合の取 り扱いに関して村教育委員会

に照会 した。これを受けて村教育委員会は、平成10

年10月 23日 から圃場整備予定地の長安団地 。程原団

地・横谷団地・小阪団地 。大斉団地・西の郷団地に

ついて分布調査及び試掘調査を実施 した。試掘調査

は 2m× 2mの トレンチ調査とした。

調査の結果、長安団地の小字名・神代屋の区域の

試掘溝 より須恵器、土師器の破片が多数出上 した。

なお、長安以外の上記 した団地については遺構・遺

物の検出はなく、その存在は認められなかった。そ

こで村教育委員会は島根県教育委員会文化財課 と当

該遺跡の今後の取 り扱いについて協議 し、遺跡範囲

を特定する調査を平成12年度に於いて実施する必要

があるとの結論に至った。この試掘調査は県教委文

化財課の指導の下国庫事業として平成12年■月 6日

より行った。調査対象とした区域は整備事業による

掘削・切 り取 りが計画されている個所でその面積は

約0.15haである。調査方法としては中 lmの短冊形

トレンチを等高線に直交させて13本を設定 し、発掘

した。それぞれの トレンチからは弥生土器、土師器、

須恵器が多 く出土 し、青磁・白磁等の古代末から中

世期の遺物 もかなり出土 した。また、 トレンチ 6で

Ⅱ.自然と歴史の概要

1.位置 と村勢 (第 1図 )

弥栄村は那賀郡の中央やや西よりに位置 し、村面

積 106.Okm2、 人口1809人 (2002年現在)を擁 してい

る。北は漁山を介 して浜田市と、東も坊主山等の山

並みを境に金城町と、南は弥畝山山系を跨いで美濃

郡美都町と、西は三隅町とそれぞれ接 している。全

体に高原状の地形で、その間に三隅川水系の小河川

―

は柱穴と思われる遺構が検出された。村教育委員会

は、この調査結果を村の事業担当部局へ平成12年 12

月1日 付けで中間報告を行い、本調査が必要である

旨を回答 した。

平成13年 4月 18日 付けで事業主体の島根県浜田農

林振興センターより本調査実施の依頼があ り、村教

育委員会は当該遺跡について再度、県文化財課の指

示・指導を受けて本調査 (文化財保護法第58条の 2

項第 1項)を行うこととし、必要な調査組織・体制

を編成 した。すなわち、村教育委員会教育長を調査

責任者とし、その下に教育委員会職員による事務局

を立ち上げ、発掘調査担当者は、県教育委員会文化

財課職員に依頼 した。その指導のもと本村教育委員

会嘱託の上田俊雄氏が調査を行った。調査着手は平

成13年 6月 15日 、終了は同年10月 12日 で、所要 日数

は119日 となる。

調査結果については、以下に述べるように溝状遺

構 。竪穴住居址・掘立柱建物跡等を検出し、多数の

出土品が得 られたが、遺構の大部分は後世の改変が

著 しく、また、調査範囲において歴史的にまとまっ

た遺構群を検出することはできなかった。以上、こ

れ らの報告を基に事業者 と遺跡の取 り扱いを協議

し、今次調査区については「記録保存」で対処する

こととした。

の浸食による小 さな盆地が点在 している。神代屋遺

跡のある長安本郷地区は西隣の木都賀地区と共に弥

栄村では比較的大 きな盆地で、農耕地が集中する。

産業は農林業主体で一部は浜田市への通勤圏となっ

ている。

2.遺跡 と歴史 (第 2図 )

『増補島根県遺跡地図Ⅱ』によると弥栄村には45

個所の遺跡があ り、その内訳は遺物散布地 (集落跡

等)3、 古墳 4(横穴墓を含む)、 城跡22、 製鉄遺

跡 12、 その他 4と なっている。集落遺跡を代表する

のは本長安本郷神代屋遺跡で弥生時代の初期から古

墳時代・古代・中世の遺物が出土 している。当地区

の稲作農業の開拓遺跡 として、また、地区の中心的

な古代 。中世集落跡 として注 目される。次に高内地

区の丘陵上で発見された奥の原古墳群は前期 (4世

紀頃)の方墳群 とみ られ、石棺 2基 と大型の土器

(壺棺)を利用 した構が見つかっている。弥生時代

から長安本郷の盆地一帯を開発 した集団の指導者が

全国的な古墳造営の波に乗って早々と墳墓を築いた
第1図 弥栄村位置図
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ことが知 られる。同じ高内地区の遠越遺跡からは須

恵器 (6～ 7世紀頃)の出土が知 られてお り、この

遺跡が横穴式石室か横穴墓であったことを伺わせて

いる。古墳時代には高内地区力済↓内では有力な土豪

勢力の根拠地になっていたのであろうか。長安本郷

盆地を見下ろす低い丘陵の上には栃木・坂本古墳群

がある。 9基の方墳群からなる古墳群で、その立地

等から見て奥の原古墳群 と同様の時期 と性格を有す

る可能性がある。

木都賀地区は南北に流れる本郷川 (三隅川の支流)

に沿う細長い盆地である。この地区にもおつかさん

古墳 (円墳)や王子ケ原遺跡 (8世紀頃)があり、

西の郷遺跡は須恵器を焼いた窯跡の可能性が指摘さ

れている。散見的ではあるが、こうした事実からす

ると木都賀地区では古墳時代頃から開発が進んだこ

とを知ることができよう。奈良・平安時代の状況に

ついては調査不測で詳しいことは分からないが、

『和名抄』には弥栄村域は那賀郡杵東郷に属したこ

とが記されているから、奈良・平安時代にもあちこ

ちに農民集落が展開していたことは予測しておくベ

きであろう。

ところで、『県遺跡地図』に登録された弥栄村の

遺跡の大半は城跡である。そして、これらのほとん

どは盆地周辺の小高い山頂に残されているのが特徴

であろう。中世には弥栄村域は益田氏、三隅氏、毛

利氏、吉川氏等と各氏の親縁関係にある永安氏、田

村氏、小松原氏が激しく所領争奪を繰り広げており、

彼らが諸所に山城を築いて合戦に備えたことをこれ

らの諸城跡が物語っている。小阪地区の千穂山城跡、

大坪地区の矢川城跡、長安本郷地区の矢懸城跡、木

都賀地区の鷹泊城 (三隅氏の居城か)跡等では郭・

土塁・堀切・竪堀等の存在が確かめられており、そ

れぞれの地区の中核的な城であったことが推測され

る。

城跡に次いで多いのが製鉄遺跡である。これらは

鉄津の採取によってその所在が判明したものであ

る。詳しい調査によらなければ正確なことは分から

ないが、概して中世後半から近世にかけて行われた

砂鉄利用の製鉄遺跡と見るのが妥当な処ではないだ

ろうか。今後の調査に期待するところが大きい。

近世の遺跡として注目されるのは安城小学校の北

西で発見された街道跡である。これは津和野奥筋往

還の一部とみられ、この付近を近世街道が通ってい

たことを示す確実な証拠といえる。古来から長安本

郷地区が人々の往来の要衝であったことを伝える重

要な事実とすることができよう。

弥栄村域における文化財調査は、今回の神代屋遺

跡調査をもって晴矢としている。上記したように、

周布川と三隅川の中・上流域にあって、まさに中山

間地としての地域的特性が長い時間の経過の中で形

成されたことを数少ない文化財の存在によっても十

分に首肯することができる。今後、さらにいっそう

の持続的で入念な調査を展開することによって、当

村域の地域的 。歴史的特性がより明らかになること

を確信するものである。

《参考文献》

『日本歴史地名大系33 島根県の地名』1995年

平凡社 .

『増補改訂 島根県遺跡地図H(石見編)』 2002年

島根県教育委員会.

『石見の城館跡』 (『 島根県中近世城館跡分布調査

報告書 第1集』)1997年 島根県教育委員会.
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Ⅲ。発掘調査

1.遺跡の立地  (第 3図、図版 I― ]～ 3)

三隅川上流の有力支流の一つである長安川は長安

本郷地区を北東から南西に向かって流れている。こ

の川は当地区の北東部において栃木川、小阪川、門

田川等の小河川の水を集めて水勢を増 し、幅広い谷

盆地を形成 している。神代屋遺跡はこの細長い谷盆

地の北西過、つまり長安川右岸の一角に位置してい

る。地形的には南に向かって張 り出した山丘の麓に

回廊状に広がる低位の河岸段丘上とすることができ

よう。遺跡の南西方向には長安人幡宮が建つ低丘陵

が東に向かって突出し、それによって段丘の前面に

は長安川の流れとの間に内湾状の低地が出来上がっ

ている。この低地は谷奥から流れ出る小川との水が

長安川の自然堤防に遮られて滞水 し、洪水等の影響

も比較的少なく、安定度の高い低湿地となっていた

ことが考えられる。弥生時代の水田の多 くがこうし

た湿地に営まれていたことは各地で知 られてお り、

長安本郷においても、ここは良好な耕地として弥生

時代以降一貫 して利用されていたものと思われる。

2.遺跡の規模

今回の発掘調査は安城保育所 と背後の丘陵裾をほ

ぼ東西に走る道路とに挟まれた地区を対象としてい

る。現況は本田で、その標高は370m前 後である。

前面の低地の標高が368mであるから、その段差は

2m前後となる。遺跡の中心部はこの水田面にある

と思われるが、なお、先の道路の上方も緩斜面をな

し、その上限は長安本郷寺組生活改善センターの建

物辺 りになる。とすれば、遺跡の広が りは東西で約

100m以上、南北で50～60m位が想定できるのでは

なかろうか。それに低地への遺跡の広が りも当然な

がら予測されるわけで、全体的にはさらに大規模な

遺跡を想定することも不可能ではない。いずれにせ

よ、神代屋遺跡が弥栄村を代表する重要な遺跡であ

ることが、先ずはその立地と規模から推定されるの

である。

3.発掘調査 (第 4図 )

発掘区は道路下方の水田面に設定した。その範囲

は東西80m、 南北は 8～ 17mで ある。南北巾が不統

一になったのは水田面と低地の境 となる段端のライ

ンが場所によって屈曲していることによる。この細

長い帯状の発掘区は便宜的にこれを 7区 に分割 し、

全区の水田耕土を重機によって除芸 した後、 1区か

ら掘 り下げることとした。区の名称は西側から 1区、

2区、 3区、……とし、東端が7区 になる。各区の

形状と面積は地形のあり方に制約されて不揃いにな

ったので以下にその大 きさを表示 しておく。

第 1区 =東西12～ 13m、 南北12～ 13m。 第 2区 =

東西 8～ 9m、 南北12m。 第 3区 =東西10m、 南北

慈埓 「

第3図 遺跡調査区配置図

-4-



_g_

醜鍵季て■＼蝶回増

W

将

　

一離

膊す
Ⅲ



10～ 12m。 第 4区 =東西15.5m、 南北 7～ 10m。 第

5区 =東西9.5m、 南北17～ 19m。 第 6区 =東西 19

m、 南北14～17m。 第 7区 =東西10m、 南北10m。

i)第 1区の調査 :調査区の西端で、基盤層 (風化

した責褐色の粘土質層)は南側から西側へ向かって

下降する。その上面は浅い凹凸があ り、平坦ではな

い。基盤層の上位には暗褐色の粘質土層 (基盤層か

ら離脱 した硬い粘質ブッロクを含む)があ り、この

層と基盤層の間には後者から前者への漸移層を識別

することができる。

発掘の結果、本区からは円形柱穴状のピット15個

と土器、陶磁器、石器、黒曜石片が検出された。ピ

ットについて、その多 くは基盤層最上面で確認され

たが、その深さ等からすると上層の遺物包含層に掘

り込まれたものと思われる。また、分布状態 も不規

則で、建物跡としての復元はできなかった。

遺物は大半が暗褐色粘質土層から出土 した。その

出土量は相当多 く、内容的には弥生前期の奏・壺片、

弥生後期の奏片、高台が付 く須恵器不片、回転糸切

底の須恵器郭、須恵器大奏片、陶磁器片 (白磁、青

磁、青花等の中国製品が大半 )、 寛永通宝、石包丁

片、黒曜石片等が見られた。

Figl.1区 2区の発掘風景

ii)第 2区の調査 :包含層の広が りや厚 さ、基盤層

の状態が 1区 とほとんど変化がないので一気に全面

を掘 り下げた。遺構 としては 1区の東端から2区の

西側中央部において北西 ―南東方向に主軸をもつ不

整長精円形の浅いピットを検出。SK01と した。ま

た、円形柱穴状のピットを20個検出したが、これは

1区東側のピット群に繋がるものと3区南方のピッ

ト群と一体をなすものに分かれるようである。とく

に、前者の群は2区北東辺 りから3区の西側にかけ

てまとまった分布を示している。とくに、2‐ 1、 2‐2、

2-12、 3‐8群 と、2‐ 17、 2‐7、 2‐ 8、 3‐1群 とは東西方向

に一直線に平行に並び、ピットの大きさとピット間

隔に規則性のようなもの存在が想定されたので、こ

れを 1間 ×3間の建物跡と見てSB01と した。そし

て、2-1、 2-2、 3‐1の検出面上には 2～ 3片の須恵器

の発片が載ってお り、時期を想定することができた。

同じくピット2‐ 3、 2‐4の上面でも須恵器片が検出さ

れたので、多 くのビットは時期的に大きな隔たりが

ないと判断された。ただ、これらのピット群は建物

跡として復元することはできなかった。

遺物は、 1区 と同様に多 くの土器片、陶磁器片等

を検出している。これらは弥生前期の奏 。重、弥生

後期の養、須恵器壺、同じく高台付 きの郭・皿 。大

甕等の破片である。陶磁器の大半は中国製白磁、青

磁であった。磨石 も出土 している。

F咆2.SB01ビ ット検出面に須恵器片

ili)第 3区の調査 :包含層、基盤層共に 1区、 2区

と基本的には変化がなく、一斉に掘 り下げる。検出

された遺構は円形柱穴状のピットが20個である。こ

れらの一群はSB01の周辺に分布 し、他の一群は区

の中央か ら南西方面に集中している。SB01を 想定

したのと同様な考え方で3‐20、 3-9、 3‐5群 と、3‐ 17、

3-2、 3‐ 13群が東西方向に並列 していると見てSB02

とする建物跡を設定 した。間回がやや広い1間 ×2間

の建物である。3-2の検出面上からは須恵器片が出

土 している。また、この付近ではピットの重複する

ものが多 く認められたので、さらに、いくつかの建

物が時間を置いて建てられていたのかもしれない。

このことは3区の東半分からピット等が検出されな

かたこととも関連があると考えられる。3-4、 3-6、

3‐7の ピッ トの検 出面上か らは須恵器片が出土 し、

中でも3-6・ ピッ ト上には奈良時代後半期の高台付

イ片が見 られたことから、多 くのピット群がこの時

代のものであることを想定することができた。そし

てSB01、 SB02も 奈良時代後半期に属することが考

えられた。

出土遺物は土器片でその量はかなりに上る。とり

わけ弥生前期の上器片が目立った。
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Fig4.3-6ビ ッ ト検出面上の須恵器片

Fig5.SB02の 人による復元

�)4区の調査 :こ の区では多数のピットと竪穴住

居址、溝状遺構等が検出された。出土土器も大変多

く、調査にはかなり手間取った。まず、 4区を使宜

的に 3小区に分けて発掘を進めた。すなわち、西側

から4区-1、 4区-2、 4区-3にわけ、それぞ

れの間にセクション用の上手を残し、最初は各小区

一斉に掘 り下げを行った。しかし、 4区-1では南

北方向に掘られたSD01が検出され、弥生土器・古

式上師器の上器溜①が発見されたことなどで、多く

の調査時間を要した。4区-2では方形系統の竪穴

住居址 1棟が発見された。床面は黄褐色の基盤層

(地山)に設けられている。住居内には炭化した屋

根材等が多数横たわっており、火災によって廃棄さ

れたことが判明した。

注意されたことは戊化した屋根材の上部には被熱

した粘上が乗っていたことである。屋根上に粘土が

貼 られていたことを示す事実と思われる。床面中央

部には土師器の奏1個体分等の他土器片がまとまっ

た状態で検出され、奏の形態から奈良時代の住居址

と判断された。また、この住居には壁の外側に偏円

形の溝が東側 より北側 にかけて掘 り巡 らされてい

た。 4区-3で は24個の柱穴状のピットが密集状態

で検出された。性格は不明である。さらに、このピ

ット群中ではSK02と した土坑 を掘 り出している。

埋土か らは弥生前期の奏の破片が出土 しているが、

後世に混入 した可能性が高い。

4区の土層については 1区から3区 とは少し異な

る様子が見 られた。耕作土層 (重機で除去)下には

上手 (北側)には真砂土混 じりの淡黄色土 (1～ 2

層)が基盤層を覆い、中頃から下手 (南側)に掛け

ては茶掲色土 (7層)と 明褐色土層が堆積 している。

また、明褐色土 (3・ 6層 )の下部には暗灰色土

(5層 )と 基盤層直上に粘質の暗灰色土 (8層)が
広がっていた。先に記した土器溜①や弥生土器の多

くは明褐色土に含まれていた。

4区の出土遺物は土器・陶磁器片が約1000個を数

えた。これらは弥生前 。中・後期の上器、土師器、

須恵器 (古墳時代・奈良時代等)、 輸入陶磁器、備

前焼と多彩である。

V)5区 の調査 :5区は南北に長い長方形区画であ

る。この区でも基盤層まで一気に掘 り下げたが、検

Fig3.SB01の 人による復元

0
勇

Fig6.S101検 出風景

日g7.S101床 面中央付近の上師器出土状態
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Fig8.S101炭化材の上の粘土塊

出された遺構は柱穴状のピットが 8個で、これらは

区内に分散 してお り、建物 として復元することはで

きない。出上遺物は須恵器片等50点ばか りであつた。

�)6区の調査 :6区は最大の調査区である。 しか

し、検出された遺構は掘立柱建物 。SB03、  1棟 と

溝・SD02、 1条であった。SB031よ 調査区の北西隅

で確認された。この一帯からは11個の柱穴状ピット

がまとまって検出され、それらのいくつかを組み合

わせてSB03を 復元 して見 た。長方形 プランで 1

間×1～ 2間の建物跡かと思われる。

SD02は調査区の東側で 3分の 1は 7区 に延びて

いる。SD01よ りやや規模が大 きく、 S字状に緩 く

蛇行 している。この滞には北西方向から激しく蛇行

する小溝が枝状に結び付いていた。

出土遺物は土器・陶磁器 。鉄器である。SD02か

らは弥生時代各期の上器片・古式土師器等が出土し

ている。調査区全体では約800個の破片を採取 して

いるが、それらは弥生土器、土師器、陶磁器 (中 国

製染付け、朝鮮磁器、肥前系)等である。

�)7区の調査 :こ の調査区は全体調査区の東端に

当たる。範囲は狭いが、区の西北側に 6区から続 く

SD02があ り、東側にはSD03と した溝がほぼ南北方

向に掘 られているのを確認 した。また、 6区 に接す

る南東の隅からは土器溜③を検出している。

SD02の埋土からは 6区の場合同様に弥生前・

中。後期の奏片と比較的まとまった形で古式土師器

(小型壺・高郭・脚付鉢等)が出上した。また、土

器溜③は古式土師器のみでまとまる土器群として注

目された。

全体的には弥生前 。中 。後期の土器片、土師器片、

須恵器片、陶磁器片 (中 国製、備前焼等)が総計約

1050点 ばか り出土 している。 4区 と共に遺物の密集

区である。この区の南北方向の層序については 6区

と7区の間に設けたセクシヨン用の上手から観察 し

た。そこでは耕作土層 (重機で除去)下に北側が厚

く、南に向かうにしたがって薄 くなる淡灰色土層

(1層 )・ 淡茶褐色土層 (2層 )が見 られる。その

下部には北側で黒色土層 (3層 )が平坦に堆積 し、

SD02は この層か ら掘 り込まれているのが確認され

た。

この溝から南側の土層図はかなり複雑であった。

耕作土層の下部には、北側から淡い茶色土 (2層 )

が延びている。 この層下では、大 まかには灰色土

層・暗灰色土層・黒土色層 (3層)の順の堆積が見

られた。これらの層は南側から北に向かって少 し傾

斜し、SD021こ 落ち込むような状態を示している。

最下部には淡黒色土層があり、これが基盤層と思わ

れる。

7区の東側で検出されたSD03は SD02よ りも小規

模で基盤層を浅 く掘 り窪めたものであるが、掘 り込

まれた土層については確認できなかった。木製椀 と

流木が検出されている。

以上、不慣れと調査条件の制約のために、十分で

正確な調査を実施することは必ず しもできなかった

が、とにか く10月 上旬をもって現地の調査を終えた。

Fig9.SD02の 上層と流木

F咆 10.SD03木皿出土状態
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IV。 遺跡・遺構の構造と時期

1.遺跡の構造 (第 5図、図版 Ⅱ-1)

遺跡は長安川右岸の低位の1可岸段丘上にある。度

重なる水田造成 と改造によって、遺跡のかなりの部

分が破壊されていた。とくに、1区 から5区 にかけて

は責褐色上の基盤層上面がかなり削平されてお り、

本来存在 したであろう各時代の遺構や包含層は S

B01と 数等の掘立柱建物遺構、柱穴群を除いては認

めることができなかった。耕作土層下部からは弥生

前期から中 。近世の遺物が大量に出土 したが、これ

らは二次的に形成された包含層からのものと判断さ

れた。ただ、SIolが検出されたように、一部では遺

構廃棄後に形成 された未撹乱の土層が残 されてい

る。しかし、その範囲はきわめて狭いものと考えら

れる。

5区から7区 にかけては、黄褐色の基盤層は見 ら

れず、代わって淡灰色の土層が地山の上面に広がっ

てお り、このことより還元状態にある粘質土層が基

盤層をなしているものと思われた。黄褐色基盤層よ

りはレベルが 1～ 1.5m程度低 くなっていて、地下

水位が少 し高いことの反映でであろう。淡灰色土層

の上部には黒色土層が広 く堆積 しているが、これは

本来的な土層と見 られ、その形成時期は古墳時代前

半期に遡る可能性がある。

以上、本遺跡はプライマリーな河岸段丘上にあり、

弥生時代の初めごろから現代まで絶えることなく利

用され続けて来 られたものと判断される。そして、

弥生時代から中 。近世に至る長い期間には集落が営

まれた時が少なからずあったと想像される。

2.遺構の構造 と時期

次に、検出された遺構の構造と時期について述べ

る。

i)竪穴住居址 (第 8図、図版Ⅲ-1,3,Ⅳ -1)

S101は 方形系統の平面形をした竪穴住居址 と思わ

れる。火災によって崩壊 。廃棄されたものである。

規模は、西壁 と南壁が失われているため判然 としな

いが、一辺 4m程度の住居と考えられる。

柱穴と考えられるピットはPOl、 P02、 P04である。

これらの配置からすると主柱穴はP01のみで、東西

の対称的な位置に 2本の柱を建てて上屋を支える構

造が想定されなくもない。P02は壁線が東側に屈折

した場所にあり、ここを入 り回とするとその構造に

関係する柱穴 といえる。P04は北壁の外側に接 して

掘られている。この壁沿いには竃が構築されていた

可能性があり、その竃に関係する構築物の柱かも知

れない。P03、 P05等の残余のピットについては性

格不明である。全体的には明確な主柱穴の存在を指

摘できないことと関連 して、この住居址が規模から

見て無主柱の住居であった可能性 も残されている。

床面中央の不整形な浅いピットは炉跡の可能性があ

る。壁高はもっとも高い個所で10cm程 度を測るが、

これが本来の高さか否かは判断できない。

この住居址の特徴は不整円形の外周堤状遺構を伴

なっていることである。外周溝の中は東側が広 く

1,8m、 北側は1.6mを 測る。高さは床面より10cm程

度が計測されるが、これが元々の高さかどうかは判

断できない。深さも一様ではないが15cm前後と推定

される。方形のプランを円形の周堤で囲った特異な

住居址ということができよう。

本住居址の時期については床面から出土した土師

器から奈良時代が考えられる。

ii)掘立柱建物 (第 9。 10。 11図、図版 Ⅱ-2,Ⅳ -2,

3)

SB01、 SB02、 SB03の 3棟 を想定復元 した。SB01

は間口 1間 (2.5～ 2.7m)、 奥行 3間 (5.3m)の 中

型の建物跡である。性格 としては倉庫 もしくは作業

小屋 としてお く。ただし、確証はない。余良時代の

ものと考えられる。

SB02は 間口1間 (2.2m)、 奥行 2間 (3m)の小

型建物である。性格 と時期はSB01と 同様に考えら

れる。SB03は間口 1間 (2.2m)、 奥行 1な いし2問

(3.7m)と 復元 した。性格・時期は前2者 と同じで

あろう。

以上 3棟の建物跡は多数のピットが集中する場所

でにおいてピットの形状 と位置関係を捉えて復元し

たものであり、正確 さを欠 く恨みがある。しかしな

がら、こうしてピットが 1区から5区 にかかる調査

区内の一定の個所において集中的に分布することは

偶然ではなく、そこに複数の建物群が時期を重ねて

存在 した蓋然性は高いといえるのではないだろう

か。そのことからすれば、これら3棟の建物跡の復

元も意味をもつと思われる。

iii)土坑 (第 12・ 13図、図版 Ⅱ-2,Ⅳ -2,V-1,2)

SK01と SK02の 2基の土坑を検出している。SK01

は長径 3m、 最大短径約 lmの不整長楕円形をして

いる。深 さは0.2mで ある。性格・時期は不明であ

る。SK02は 不整円形の平面形を呈する。径は約0.6

m。 深さ0.6m。 前者同様性格 。時期共に不明。

iv)溝 (第 14・ 15。 16図、図版Ⅲ-1,2,V-3,Ⅵ -1,2)

SD01、 SD02、 SD03の 3条の溝を検出している。

SD01は上巾1.0～ 1.5m、 深さ約0.4m。 断面が浅い椀

状を呈 している。長さは約10m程検出した。北から
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371,0

371,0

①黒色土 (レ キ混)

②黒色土 (レ キ混)

③淡黒色土 (レ キ混)

④淡褐色土
⑤淡褐色土 (淡黒色土混)

⑥淡褐色土
⑦明黒色土
③褐色土 7-1土層図 (1区南北ベル ト西側 )

①淡黄食土
②淡灰色土

③明黒色土
④暗排
⑤暗灰色土
⑥明黒色土
⑦苔色
③暗灰色土

(08～ 2.Ocm淡黄色土

(真砂土)混 )

m

南に向かって緩 く蛇行 している。時期は溝の埋土か

ら出上 した土器・陶磁器か ら近世以降と考えられ

る。性格 としては自然流路 とみるのが妥当ではない

かと思われる。

SD02はやや規模の大きな溝である。中は1.2～2.2

m。 深さは0.5～ 0,7mを測る。前者と同じように北

から南に向けて強く蛇行する。検出長は約14mであ

る。断面は浅い皿状を呈している。屈曲部で流水の

攻撃を受ける側は壁の立ち上がりが急で、溝の外側

には押し流されてきた土砂がレンズ状の堆積を示し

ていた (第 14図 を参照)。 溝の埋土下部には水分を

含んだ黒灰色の粘土層があり、これには各期の弥生

土器片と比較的まとまった古式土師器群が出上して

7-2土層図 (4～ 1区南北ベル ト東側 )

①淡灰色土
②淡茶色土
③黒色土
④淡青、黄の真砂土層
⑤灰色土
⑥黒色土

7-3・ 土層図 (7区南北ベル ト西側 )

第7図 南北 トレンチ土層図

いる。坦上には須恵器や陶磁器類は見当たらないの

で古墳時代前半期に機能していた溝であることが推

定される。性格 としては、蛇行 している様子や溝外

の上層の状態から人工の溝 とするよりも自然の流路

とみるのが適切ではないかと思われる。

SD03は北から南に向かって直線的に延びる溝で

ある。巾は北側が狭 く約0.5m、 南側が約2.Omで南

に大 きく拓 く溝である。深さも一様ではないが、最

大深は0.2～ 0.3mを測る。溝底には水流 による縦方

向の細い条溝がいくつも残ってお り、自然の流路で

あったことが知 られる。溝内からは木椀が発見され

てい るが、時期 を明確 にす るこ とはで きない。

SD02に近 く、溝内の埋上の状態 も似ていることか

⑦淡黒色土
③暗灰色土
③淡灰色土 (真砂)

⑩淡灰色土 (真砂)

①黒色土
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V.遺
1.土器・陶器・陶磁器 (第 17～29図、図版Ⅶ～X)

神代屋遺跡からは土器・陶器・陶磁器類が約 5千

点の他石器、鉄器等が出土している。以下、形状が

明らかで、所属時期の判明したものについて解説す

る。

i)弥生土器 (第 17～21図、図版Ⅷ～Ⅷ)

前期・中期 。後期の土器が出土している。量的に

は前期と後期のものが多く、中期に属するものは少

ない。とくに、中期前半の上器は見当たらない。

〔前期〕前期の土器には奏と壺が存在する。第17図

1～ 4・ 6は奏形土器片である。日縁部が如意状に

外反し、口・頸部の境に3～ 6条の平行沈線を巡ら

している。 1、 4、 6はやや大きく外反し、 2、 3
は小さく外反する。これらは、いずれも松本岩雄氏

の石見編年 I-3(以 下、「石見」○一〇と略称す

る)に属するものである。 5は 口縁都外反度の小さ

い奏で口・頸部に2条の平行沈線を巡らす。石見 I

-2に含まれるものである。 7は外反度の大きい奏

であるが、顎部付近の詳細が不明。11・ 12。 18は甕

の頚部片である。 4条の平行沈線が施されている。

「石見」 I-3に位置づけられる。13は奏の日頸部

から胴部にかけての破片で、日頸部境に 1条の沈線

が認められる。「石見」 I-1～ 2に相当する可能
Jl■がある。

第17図 8～ 10。 14～ 17は 前期の壼形土器片であ

る。 8は大きく外反する口縁の端部に無軸の連続羽

状文を刻んでいる。 9は ラッパ状に大きく外反して

開く口縁で、端部を抑えて垂直面をつくり、そこに

1条の浅い沈線を入れ、その上下に連続の列点状の

刻みを施している。10も 外反して大きく開く口縁で、

端部を平らにし、その面中央を浅くくぼませている。

これらは「石見」 I-3の 中でもやや新しい時期に

位置づけられるものであろう。14～ 17は頸部付近の

破片である。多条の平行沈線が施されている。「石

見」 I-3に含められるものであろう。

第17図 19～ 21、 第18図22～35は前期土器の底部で

ある。23・ 25～29は壺の底部と思われる。比較的胴

下部のあまり強く内湾しない例が多い。おそらく胴

部最大径が中位以上にあるものと思われる。27は大

型の壼の底部であろう。以上の他は奏の底部と考え

られる。全体的に底径が小さい。

〔中期〕中期に属すると思われる土器はきわめて少

量である。ここでは確実に中期とみられるもの 1点

を図示した。第19図 36は甕形土器片である。日頸部

が「く」字状に屈曲し、日縁端部を上下に小さく引

き出すように仕上げる。端部面には 2条の「凹線」

文が巡る。胴部の最大径は上位にあり、ゆるく内湾

して下降 している。調整は、外面頸部がヨコナデ、

胴部上位はナナメミガキ、中位以下タテミガキ。内

面口縁～頸部まではヨコナデ、胴部中位以下に縦方

向のケズ リが施 されている。「石見」Ⅳ-1も しく

はⅣ-2に 含められよう。

第22図 100は 中期の奏の底部。台形を呈し、底縁

は裾広が りになっている。「石見」Ⅲ～Ⅳに範囲に

収まる器形であろうか。

〔後期〕後期の土器は出土量が多く、器種も奏・大

小の壷・高郭等がみられる。以下、器種毎に説明を

加える。

(錯 〉 :第 19図 37～ 501よ奏の回縁～上胴部片である。

日顕部が「く」字状に屈折ないし屈曲し、小さく、

かつ短く逆「ハ」字状に開く口縁部をもつ。端部は

小さく斜め上下に引き出され、端頂部の外面に 2～

4状の「凹線」もしくは「沈線」を平行に巡らして

いる。多 くのものには上胴部の外面に板状工具の先

端を斜めに連続的に押しつけた列状の刺突文が施さ

れている。内面頚部以下にはケズリがみられる。44

は顕部から胴部への移行にほとんど変化がなく、鉢

とすべきかも知れない。これらの奏の一群は「石見」

V-1の範囲に収まるものと考えられる。

第20図51～ 551よ複合口縁の奏である。51はわずか

に外傾する幅広い口縁で、外面には多条の平行沈線

文が施される。複合部は下方に小さく突出し、頸部

は弓状にゆるく湾曲している。外面頸部に板状工具

による連続刺突文が巡る。内面頚部以下はケズリ。

「石見」V-3に 属する。52は逆「ハ」字状に開く

口縁部で、日縁外面の多条平行沈線の一部をナデケ

シしている。日縁端部は尖り気味で複合部は鈍 く膨

らむ。53は 回縁部の形状が52に似るが、端部は丸味

をもつ。頚部は「く」宇状に屈折し、棗状の胴部に

移行する。外面胴部に櫛歯状工具による粗いヨコハ

ケとタテハケが見られる。これら2者は「石見」V
-4。 古とするのが適当と思われる。54、 55は口縁

部の高さがやや低めで、小さく外傾している。口縁

端部を小さく外側に引き出し、端頂部を平坦に仕上

げる。複合部は水平方向に大く、鋭く突出している。

55の頸部は「く」字状に強く屈曲している。この 2

者は「石見」V-4・ 新か出雲の「大木式」に相当

すると考えられる。

第20図 57～ 64、 第21図69は単純口縁の奏である。

日頸部を「く」字状に屈曲・屈折する57～ 61、 「 L」

字状に近い屈折を示す62～64の変差がみられる。ま

た、口縁端部をごく小さく内側に引き出す57・ 58、

九 くおさめる60、 尖り気味に仕上げる64等の違いも

認められる。中でも69は底部を久失しているが、外

-18-



傾して逆「ハ」字状に開く口縁部で端部を少し外側

に折り曲げるように仕上げる。胴部は倒卵形に近い。

外面の口縁・頸部をヨコナデ、胴部はタテハケで調

整している。内面頸部以下はケズリとなる。以上の

単純口縁奏は、その口縁部等の特徴から古墳前半期

に属する可能性が高く、複合口縁奏54・ 55等 の一群

の土器に併行もしくは後続する土器群と見なすこと

ができよう。65～68の奏は口縁部が大きく外反し頸

部イよ「く」字状から逆「 L」 字状をなしている。内

面も「く」宇状に鋭 く屈折し、顎部以下にケズリを

施している。これらは土師器でも後出の奏と見るべ

きであろう。69についてもその位置づけには検討の

余地があるかも知れない。

(壼 〉 :第21図70～ 74は壼である。70。 71は漏斗状

に開く日縁部で、端部を少し肥厚させ、端部外面に

2～ 4状の「凹線」もしくは「沈線」を施す。70は

頸部下に板状工具の端を使った連続刺突文を入れて

いる。71は 口縁部を欠失しているが、「く」字状に

屈曲する頚部に精円状の胴部が付 く。以上の 2者は

「石見」V-1に 位置づけることができよう。73は

日縁端部が上方に高く引き出され、その外面に 5条
の「凹線」ないし「沈線」を巡らしている。「石見」

V-1も しくはV-2と するのが妥当であろうか。

74、 75は複合口縁の壺である。74は 口縁部が直立し、

端部を外反気味に仕上げる。複合部は水平方向に太

く突出、頸部は弓状に湾山している。顎部外面に

「＼」の連続列状沈線を刻む。羽状文の一部と思わ

れる。75は口縁部と頚部が一体になって外反・外傾

している。複合部は直角状をなす。薄手の器壁で内

外を丁寧なタテのミガキで仕上げる。類例の乏しい

壺で、搬入品の可能性がある。

第21図76～831よ小型壼もしくは対である。76・ 77

は、外傾して逆「ハ」字状に開く高い口縁部に偏球

形の胴部が付 くもので、いわゆる「小型丸底汁」に

類する壷と考えられる。80～ 83も 同類であろう。83

は胴部に施文が行われている。78・ 79は頸部が太く

口縁部の形状も前群と異なるが、同類の壺・対に含

めうるものと思われる。これらの小型壼は古墳前半

期に広範に出現することが知られているが、造りや

形状の細部を見るとこの類の壼でも新しい時期に含

めるべきかと思われ、先述の単純口縁の奏等とセッ

トを構成する器種とすることができる。84は壼の上

胴部片である。3条一組の薄い平行沈線を3段に巡ら

し、段間をナナメのハケ線で埋めている。弥生終末

から古墳時代初めに該当するであろうか。

ii)土師器 。その他 い22～ 23図、図版Ⅶ■,2、 Ⅷ-1,2、 Ⅸ-1,動

第22図 85、 86は奏の胴部片である。85はやや下膨

らみの胴部で、大型の破片。タテ方向の粗いハケを

施 している。S101の 中央床面から出土したものであ

る。92、 93、 98は強 く外反する日縁部をもつ奏で、

器壁の厚いのが特徴 といえる。外面ハケ、内面はケ

ズリ仕上げとなっている。85、 86と 共存する土師器

であろう。901よ小型の壼 もしくは鉢の口縁部か口縁

～体部片。赤色顔料が塗布されている。91は小型の

鉢。94～96は手捏ねの小型郭片。以上は先に記 した

単純口縁の奏、小型壼等 との共存が考えられる。97

は外反する日顕部と胴部の境に鈍い屈折部をもつ土

師器の郭片。 ヨコナデ仕上げである。85、 86の奏 と

一群をなす器種であろうか。

87～ 89、 99、 1001よ弥生土器であるが、図作成の

都合上ここに表示 した。87、 88は 器壁の比較的薄い

奏の胴部片である。87は細いヘラ先による「＼」状

の連続列状文を施す。88は外面を小さいハケ仕上げ

されている。これらは「石見」V-4に 属すると思

われる。89は 顕部片。多条の平行沈線が施 される。

「石見」 V-1に 含められる。99は体部か ら口縁に

かけて逆「ハ」字状に心持ち内湾 して開き、日縁端

部の一端を下方に小 さく引き出している。端頂面は

強 くナデ浅 く窪ませている。外面はハケ後ナデ、内

面ケズリ後の指ナデしている。高郭もしくは台付 き

鉢等の脚の可能性 もある。端部の仕上げ等からする

と「石見」 V-1前 後であろう。

第23図 101は脚付 き鉢である。体部は大 きく内湾

して立ち上が り、日縁部は小さく内傾 している。脚

イよ「ハ」字状に開 く。102も 鉢 もしくは婉で脚付 き

かと思われる。体部はゆるく内湾し、直立状の日縁

部に繋がる。口縁端部は尖 り気味に仕上げる。103

は台付 き鉢 もしくは坑の台部。裾部が低 く張 り出し

ている。

104～ 107は 高郭の郭部、108～ 116は脚部である。

104、 106は底部 と体部の境に段があり、体部が外反

して立ち上がる。口縁端部は丸 くおさめる。 105、

107は底部か ら体部へは九味をもって移行 し体部は

やや小 さく外反 している。日縁端部は尖 り気味に仕

上げる。108～ 112は上 。中部の筒状からラッパ状に

開く裾部の脚である。105、 107の 外部と組み合わせ

となるものであろう。113～ 115は郭部との接合部か

ら「ハ」字状に開く脚部である。器壁は厚い。これ

らの高郭群は概ね「石見」V-4新段階から古墳時

代初め頃の土器群を構成するものと思われる。117

は鼓型器台の台部片で、「ハ」字状に開いている。

118、 119は小型の鉢ないしは郭である。ゆるく湾曲

する底部と外反する体部の境に稜もしくは段がみら

れる。内外面はミガキかナデ調整。一見縄文晩期浅

鉢に似た器形を示すが、強いナデを施す。22図97等

と相似た時期の土器と思われる。
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iii)須恵器 (第24～25図、図版Ⅸ)

須恵器は古墳時代 と奈良 。平安時代のものが出土

している。

(jTh〉 :第 24図 120、 121は古墳時代の蓋郭の蓋片で

ある。1201よ こんもりした天丼部 と高 くほぼ垂直に

立つ体部をもつ。天丼部と体部の境には段状の突出

部が認め られる。口唇部は浅い段 をなしている。

TK47、 大谷晃二氏のAl型であろう。121は前者よ

り体部がやや開き気味になる。TK43、 大谷氏のA
3型に近い形状と思われる。

122～ 1301よ 輪状つまみをもつ郭の蓋である。122、

124は天丼平坦面が広 く、ゆるく湾曲して体部に移

行 している。摘みは低 く、頂部を平坦に仕上げてい

る。123は天丼部を描いているが、日縁部が鳥嘴状

を呈する。125、 130も これらとほぼ同一の形状であ

ろう。以上の蓋は、久本奥窯跡編年V期に相当する

と考えられ、 8世紀前半代の産 とみ られる。126～

128は天丼平坦面が狭 く、つまみの頂部を尖 り気味

に仕上げている。また、日縁部と体部の境に幅の狭

い平坦部が巡 り、日縁部は小さい鳥嘴状をなしてい

る。これらは久本奥窯跡編年のⅥ期で、ほぼ 8世紀

後半代の所産であろう。

131～ 1461よ雰である。高台の付 くものと無高台の

ものとがある。1311よ 無高台で、底部からゆるく湾

曲して立ち上がった体部が小 さく逆「ハ」字状に開

いている。日径が小さい小型の不である。飛鳥編年

ⅡないしⅢ期に同類がみられ、 7世紀中葉前後であ

ろう。144、 148も 無高台で回転糸切 り痕が残る。 9

世紀代に属すものであろう。

132～ 137、 142、 143、 145、 1461ま 高台をもつ底部

である。その形状から5タ イプに分類できる。その

1は、132の ように底径が大きく、高台は底部と体

部の境よりやや内側に貼 り付けられているものであ

る。体部はゆるく湾曲して立ち上がる。その 2は、

高台の貼付位置は前者と同様に底部 。体部境より内

側になるが、体部が逆「ハ」字状に直線的に開いて

立ち上がるもので、133、 134が該当する。その 3は、

高台が底部・体部境に接して貼 り付けられ、体部は

あまり開かず立ち上がるもの。136、 137、 143、 146

がこのタイプである。その 4は低い高台が底部・体

部境に付 くものである。142が該当する。その 5は

擬高台ともいえる形状の底部で145が相当する。底

部 。体部境を強くしぼって高台状につくり、回転糸

切 りで仕上げている。体部は湾曲して大きく開くと

思われる。138～ 1411よ郭の体部・口縁部片である。

体部はあまり開かず、国縁端部を尖り気味に仕上げ

る。底部の 3タ イプと接合されるものであろうか。

138は 口縁端部を小さく外反させている。金属製蓋

郭の模倣品の流れを汲むものと思われる。147は底

部が九味をもち、その中心部は地面に接 している。

壷の底部の可能性 もある。

以上の高台付 き郭の時期は次のように考 えられ

る。 1タ イプは蓋122等 とセットをなす ものであろ

う。 8世紀前半代である。 2。 3タ イプは蓋の126

～128と のセット関係が想定されるが、 3タ イプは

やや時期が下る可能性がある。 2・ 3タ イプは 8世

紀後半から9世紀前半に位置づけておこう。 4タ イ

プは同形が大田市白郭遺跡に多い。 9世紀後半から

10世紀に降るタイプと思われる。 5タ イプは 4タ イ

プよりも新 しい類 と考えられる。

(鍔 〉 :第25図 149～ 153、 第26図 154・ 1551よ 奏の破

片である。 1491よ外反する日縁部で、端部は垂直面

をなし、そこに 2条の大い沈線を巡 らす。端部の下

方を鋭 く突出させている。外面には入念な波状文が

施される。120の蓋邦等 と同時期に属するものであ

ろう。150は ゆるく外反する単純口縁の奏で、端部

は平坦に仕上げている。151は、口縁が逆「ハ」字

状に開き、端部を玉縁状に仕上げる。外面にはヘラ

状工具による波高の高い波状文を施 し、その上に 3

段の凹線を入れて仕切っている。この 2者 と類似の

奏は、久本奥窯跡北側盛土からV期の蓋必をともな

って出上 してお り、これに近い年代を想定すること

ができる。152～ 155は 奏の胴部片である。152、 153

には外面に縄席文の叩き日、内面に同心円文の当て

具痕がみられる。150、 151の胴郡片の可能性がある。

154は外面に格子 目文の叩き日、内面に同心円文の

当て具痕が残 る。内外面 とも最後 にナデ を施す。

155は外面に縄席文の叩き日、内面には日の粗い当

て具痕 をもつ。 154、 155は 152、 153よ り後出で、

154は 9世紀代の所産とすべきかも知れない。

(壺 〉 :第26図 156～ 159は壺である。1571よ 円筒状の

高い頚部に短 く、小さく外反する日縁部がつ く。口

縁端部は上方に摘み出し、外偵1に面をつ くっている。

156は偏球形の胴部片。158～ 1601ま 底部片。158は削

り出しの高台で、球形の胴部につながると思われる。

159、 160は 胴部と体部の境に高台を貼 り付けている。

胴部は筒状を呈するか。161、 162は 無高台の小型壷

である。1611よ 筒状の胴部で、コップ形の小壺が考

えられる。以上の壺については、おおむね久本奥窯

跡Ⅵ期を中心 とした年代を宛てることができるよう

に思われる。

(そ の他 〉 :第 26図 163～ 641よ鉢である。163は 、日

縁部が複合口縁状を呈 している。164は東播系の鉢

の日縁部である。165、 166は類品をみない器種であ

る。165は あたかも鼓型器台の台部のような形状で

ある。166は大型の足付盤 (三足盤か)の破片 と思
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われる。盤は浅 く反 り、足は長方形で端部を内側に

折 り曲げている。灰白色を呈する。三足盤 と称 され

る器種は愛知県猿投窯群で 9世紀頃に出現 してい

る。

�)陶器・陶磁器 (第27～29図、図版 X)

第27図 167～ 180、 第28図 194は 白磁である。 167、

168、 194は、白磁 V類の碗。口縁端部をゆるく外反

させ、外面体部は箆状工具により施文されている。

170～ 173、 177、 179は Ⅳ類の碗。口縁端部を外方に

折 り返 し、大 きな玉縁状に仕上げている。169は、

Ⅸ類の皿である。口縁端部の釉をかきとり無釉にす

る。174は、水注あるいは壺 と思われ、内面に強い

ロクロなでの跡が残る。175は碗の胴部。内面に櫛

目文が施 されている。176は皿で、内面に灰黄褐色

がかった透明釉が薄 くかか り、細かい貫入がはいる。

178は端反 りの皿で、15世紀後半～16世紀代のもの

と思われる。1801よ碗の底部で、淡い水色がかった

透明釉がかけられ、内面底部と体部の境に沈線が巡

る。

第27図 181～ 191は青磁である。181、 190、 191は

I類の碗。181は 口縁部片で釉は暗緑色を呈 し、内

面口縁下に沈線がめ ぐる。1901よ焼成良好で胎土は

淡灰色、釉は灰緑色を呈するのに対 し、191の 胎土

は淡黄白色、細は黄灰色を呈する。182、 183は口縁

端部を外反させた碗で、15世紀代のものと思われる。

184は稜花皿。口縁端部を輪花状に仕上げ、内面は

箆状工具により施文 している。185、 187、 189は 盤

である。185は 口縁端部を大 きく外方に屈曲させ、

外面体部には鏑蓮弁文が施される。釉薬は暗いオリ

ーブ色を呈する。187は 口縁端部を外反させたのち

上方に引きだす。内面体部には基状工具により蓮弁

文が施される。1891よ 盤の底部で、底径は約 9 cmで

ある。186は 同安窯系青磁の皿で、内底部に櫛 目文

が施文される。1881よ小碗である。底径は約4.8clllで

外面体部には蓬弁文が施される。

第28図 1921よ 中国製天 目碗 と思われる。胎土は灰

白色で硬 く緻密である。

第28図 193、 205、 207は朝鮮製の陶磁器である。

193は 白磁の碗。胎土は白色で内外面には細かい貫

入が入っている。205、 207は施釉陶器の皿。両者 と

も高台は浅 く削 り出してお り、205は灰白色の和が、

207は灰色がかった透明釉が高台端部を除 く内外面

にかけられている。また205は 内面底部に砂 目跡が

残っている。

第28図 195、 196、 201は 中国製染付である。 195、

196は碗。高台端部は195が断面逆三角形に、196は

台形に削 り出す。両者とも内面底部に草花の文様が

描かれている。201は E群の碗で、内底部分が緩や

かに盛 り上が り、牡丹唐草文が描かれている。

第28図 199、 200は淳州窯系の染付である。199は

碗で、高台は断面四角形を呈 し、体部との境もあい

まいである。釉は青みをおびた透明釉が厚 くかかっ

ている。200は皿で、体部は逆ハの字形に広がる。

内面体部下半は釉がかきとられている。

同図197、 198、 2021よ肥前系磁器である。198は 内

面底部の釉を輪状にかきとり、砂を敷 き重ねた跡が

残る。外面には青磁釉がかけられている。202は 紅

皿と思われる。

同図203は 施釉陶器の壺である。口縁部はラッパ

形に大 きく開き、端部は九 くおさめる。内外面に黄

緑色の釉が薄 くかかる。朝鮮製の可能性もある。

同図2041よ 唐津焼の皿。内面 と外面体部下半に灰褐

色の釉がかけられ、内底部には砂 目跡が残る。

同図2081よ 中国製褐釉壼。外面肩部に一本の沈線

がめ ぐり、外面には暗緑色の釉がかけられている。

胎土は緻密で黒色粒子を含んでいる。

同図206、 209は焼 き締め陶器の壼である。206は

底径約13cmで、箆によって切 り離されている。内外

面とも灰黒色を呈する。209は外面体部ナデ、内面

体部ヨコハケ調整を施す。胎上に灰白色及び赤掲色

粒子を含む。

第28図210～第29図216は備前焼である。210、 212

は橋鉢の底部。210は 内面に一単位 6条からなる悟

り目が入れられ、器体は明赤褐色を呈する。212は

一単位 7条からなる橋 り目が入れられている。両者

ともよく使用 されてお り、内面の摩減が激 しい。

2■、213～ 216は 、悟鉢の回縁部。211、 2141よ 、口

縁端部は断面四角形に仕上げられ、端部を下方に突

出させている。乗岡氏の中世 3期のものと思われる。

213は 回縁端部を上方に拡張させたもので、中世 4

期のもの。215は 口縁端部を上下に拡張させたもの

である。胎土は非常に緻密で、 l llull以 下の砂粒をわ

ずかに含む。中世 5期 と思われる。2161よ 口縁部を

断面逆「 く」の字形に仕上げている。

第29図217～219は瓦質土器。いずれも火鉢など鉢

形になると考えられる。217は 口縁部が逆「L」 字

状に屈曲し、内外面ともミガキによる調整がなされ

る。218は 日縁端部を内側に肥厚 させ、玉縁状にな

る。219は外面にスタンプによる大小の格子文を施

す。 3点 とも焼成は良好で、内外面とも灰黒色を呈

している。

以上、本遺跡から出土した陶磁器類をみて見ると、

時代的に量の多寡はあるものの、およそ平安時代の

後半頃から近世に至るまでのものが出土しているよ

うである。出土量からすると大 きく2つのピークが

認められる。一つは12世紀から13世紀中頃の一群で、

第27図 170～ 173の 白磁Ⅳ類の碗や、167、 168の 白磁

V類の碗、186の 同安窯系青磁皿に代表される。 も

う一つは15世紀から16世紀代の一群で、第27図 182
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の竜泉窯系青磁碗や、第28図 195、 196、 201の 景徳

鎮系染付、第27図 178の 白磁皿がそれにあたる。国

内産陶磁器では備前焼系の悟鉢がある (第28図 210

～第29図 216)。

次にそれぞれのグループにおいて注 目される遺物

について述べる。第27図167～ 191の 遺物群ではその

ほとんどが碗皿である中で174の 白磁壼が注 目され

る。また、東播系須恵器の鉢が 1点 出土 してお り、

これも当該時期のものと思われる (第26図 164)。 第

28図 193～207の一群では、朝鮮製陶磁器が 3点出土

してお り注 目される (図 193、 205、 207)。 近年、島

根県内においても朝鮮製陶磁器の出土例が多 く知 ら

れるようになり、若干の傾向も見えてきたところで

ある。県下において出土例が増加するのは、いわゆ

る李朝といわれる時期のもので、特に日本海沿岸及

び有力大名の拠点において多く確認されている。本

遺跡の性格を解明する際に考慮していかねばならな

い点だと思われる。また、本遺跡からは青磁の盤や

中国製天目碗など、饗宴の場あるいは茶の湯が行わ

れていたことを示すような遺物も出土しており、当

遺跡を営んでいたのは財政的に豊かであり、また当

時の流行やたしなみを身につけていた人物の存在が

想像される。

2.石器 (第30図、図版� -3)

本遺跡からは少量ながら石器が出土している。代

表的なものを図示し、説明を加えることとする。

第30図 220は略長方形状の磨製石器である。断面

は薄い長方形を呈する。両面とも光沢を発するほど

磨研されている。一長側面角と短側面角には成形時

の河ヽさなトリミング状の打撃痕がみられる。再利用

品の可能性がある。砥石であろうか。221は扁平な

三角形状の石器片である。磨製石包丁の破片と思わ

れる。2221よ大型蛤刃石斧。刃部が大きく欠損し、

頭頂部も一部を久失している。223、 224は磨石。扁

平精円形の川原石を使用。227は打製石鏃。浅い凹

基式に属する。安山岩製。228も 同型式の打製石鏃。

黒曜石製である。以上の看器は弥生時代のものと思

われるが、細かい時期の特定はできない。

3.そ の他 (第30図、図版� -3)

第30図 225、 226は鉄器である。225は板状を呈す

るが、器種は不明。226は板状の大型品。一側面は

小さく折 り曲げている。鋤の一部であろうか。両者

共時期は不明。229は木製椀の底部。平底で、体部

へは内湾 して立ち上がる。230、 2311よ 寛永通宝。

「文銭」と呼ばれる類で17世紀末頃のものである。

以上図示した以外で鍛治津等の鉄津や果実の種が

出土しているが、いずれも所属時代を特定すること

はできない。

4.ま とめ

① 弥生土器は前・中・後期のものが存在する。量

的に多いのは前期と後期で、中期のもはごく少量

である。前期の土器は、奏が大多数を占める。こ

れらは、概して如意状の口縁部を呈し、口・頚部

境に3条以上の平行沈線文を巡らしている。壼は

口縁部がラッパ状に開き、頚部に数錠の平行沈線

文を施す類が多い。胴部は最大径を中位にもつ長

胴形をなすと思われる。これらは「石見」 I-3
に相当し、この期に本遺跡が弥生集落として本格

的な展開を遂げたことをうかがわせている。しか

し、一条沈線の奏も少量ながら認められるので、

遺跡の成立期は「石見」 I-2ま でさかのぼるこ

とが考えられよう。

②中期の土器はきわめて少量である。それも確認し

えたのは第19図36の 1点だけで、「石見」Ⅳ-1
とみられる。中期前半の土器は見出せない。この

ことは、偶然というよりも集落の継続性を示す事

実として捉えることが必要であろう。

③後期の土器は量的にかなり多い。わけても「石見」

V-4新段階から古墳時代初期に属すると見られ

るものが目立ち、「布留傾向」甕系統につながる

単純口縁奏が多数出土していることは注意を要す

る。弥生時代終末期から古墳時代初頭にかけて集

落の繁栄期が存在したことが推定されよう。それ

とやや姑照的なのは、いわゆる「山陰系」の複合

口縁奏が相対的に少なく、江の川水系の沖丈遺跡

等とは異なった様相を示すことである。

後期の土器でいま一つ注意されるのは、「石見」

V-1～ 2の土器はかなり存在し、中期後葉との

連続性をうかがわせているが、「石見」V-3に
属する土器は少ない。偶然であろうか。なお、こ

れら後期前半の土器には山陽方面とのつながりを

思わせる甕が少なからず見出せることも指摘して

おく必要があろう。

④須恵器は 5世紀代とみられる古式のものから平安

時代の終末期のものまでほぼ出揃っている。量的

には奈良時代を中心とした時期のものが目立って

いる。看見地方では奈良 。平安時代に集落の発展

期があり、本遺跡もその一つであることが確認さ

れる。

⑤陶器・陶磁器については、その出土総量が発掘面

積に比して相当多いことが注意される。中でも中

国製陶磁器や朝鮮製陶磁器が少なからず出土した

ことは遺跡の性格を考える上で看過できない。こ

れら外国産陶磁器出土状況に二つの時代的ピーク

が認められたことも重要であろう。陶器・陶磁器

の大半は国内・国外からもたらされたものであ

り、これらの出土は本遺跡が交通・交易の要衝地

に位置し、それを掌握する有力者が存在したこと
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を示唆しているといえる。             書 I』 1995年、島根県教育委員会

⑥全体的には弥生時代から中世～近世までにわたる  西尾克己・守岡正司・細田美樹「広瀬富田城跡と富

土器・陶器・陶磁器が万弁なく出上し、この遺跡       田川河床遺跡出土の朝鮮王朝陶磁器につ

が弥栄地域の中心的な集落の位置を占め、連綿と       いて」『松江考古』第9号 2001年 松江

して核集落の地位を保ちつつ展開してきたことを       考古学談話会

うかがわせている。また、それぞれの時代におい  乗岡 実「備前焼橋鉢の編年について」F第3回 中近

て遺物量の多少の違いが明瞭に認められた。その       世備前焼研究会資料』 2000年

ことが全体の歴史動向をどう反映するのかは大い       中近世備前焼研究会

に検討を要する問題である。            松本岩雄「石見地域」 F弥生土器の様式と編年 山

陽・山陰編』1992年、木耳社

参考文献                     平野吾郎他「東海地方の歴史時代の上器」『日本土

大谷晃二「出雲地域の須恵期の編年と地域色」 (『 島       器事典』1996年、雄山閣

根考古学会誌』H集 1994年       牧田公平他 F沖丈遺跡』2001年、邑智町教育委員会

小野正敏「15,16世紀の染付碗、皿の分類 とその年  松山智弘「出雲における古墳時代前半期の土器の様

代」『貿易陶磁研究』No.2 1982年  貿       相」『島根考古学会誌』8集 1991年
易陶磁研究会              横田賢次郎・森田勉「大学府出上の輸入中国陶磁器

西尾克己他「久本奥窯跡」『一般国道9号江津道路建       について」 F九州歴史資料館研究論集』

設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告         4集  1978年
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WE.総 括

神代屋遺跡の調査は弥栄村 としては初めての考古

学的調査である。それだけに十分な姑応ができたか

については内心性梶たるものがある。しかし、島根

県教育委員会文化財課を初めとして関係者の指導と

援助によって所期の 目的は達成できたものと考え

る。

本遺跡は長安川北岸に位置する大型の集落遺跡で

あり、長安本郷地域はもとより周辺地域の中心的集

落 として生成・発展 してきたことが明らかになっ

た。その初源は、出上 した弥生前期の土器より、お

よそ、紀元前3世紀前後が考えられ、以後、盛衰期

を挟みながらも古墳時代 。余良時代 。平安時代・鎌

倉時代・室町時代・江戸時代 と継続的に集落が営ま

れてきたと判断される。

弥生時代に関しては、とりわけて前期に集落とし

ての繁栄振 りが推定された。このことは当該期の土

器が調査区の全域からかなりの量で出土したことか

ら想定される。ここで本遺跡は長安川流域の中心的

な集落としての位置が築かれたと思われる。

次には弥生時代末期から古墳時代前半期に繁栄期

のあったことが考えられた。この時期の上器は 4区

と7区 において集中的に発見された他全体的に出土

量が多 く、集落遺跡 としての相対的な繁栄期があっ

たことをうかがい知ることができた。冒頭に示 した

ように、古墳時代前期には奥の原古墳 (方墳)群を

初めとして栃木・坂本古墳群等が存在 したと見 ら

れ、 4世紀から5世紀頃に中山間地の小盆地にも近

畿中央政権 と支配関係を結んだ豪族層が誕生 してい

たことが想定された。神代屋遺跡はその位置や弥生

時代以来の展開状況とも併せ考えると、これら長安

地域と周辺地域を支配した豪族のお膝元の集落とし

て政治的地位を確保 していたものと考えられる。

古墳時代中・後期の後の繁栄期 と目されたのは奈

良時代である。 1区から5区にかけて検出された多

数のピットは一部建物 として復元されたが、残余の

ピット群 も同類の建物跡に相異なく、この一帯に掘

立柱建物が集中的に建て続けられたことを想定しう

る。このことと相即的な関係をもつ事実として奈良

時代の須恵器が大量に出土したことを上げなければ

ならない。残念ながら墨書土器やへら描き文字をも

つ土器を検出することはできなかったが、たとえば

三足盤土器 (第26図 166)の ような役所的遺跡から

出土するものも見られ、弥生・古墳時代に続いて余

良時代から平安時代にも地域の核となる集落として

繁栄したことを確認しておく必要がある。明確な遺

構として検出された特異な構造のS101は奈良時代前

半期頃の住居跡であり、このような建物が近辺に少

なからず存在したことを予測しておきたい。

古代末から中世期に関していえば中国 。朝鮮から

の輸入陶磁器片が相当数出土したことが特筆されよ

う。総数は100点近くに及び、和代屋遺跡が当該期

中山間地の遺跡中でも看過できない存在になったと

いえよう。これら焼物は、おそらく周辺の強大な在

地勢力であった益田氏や三隅氏等との政治的交通関

係を通じて招来されたものとみられ、その受け入れ

主体が長安本郷地域を拠点とした土豪永安氏であっ

た蓋然性は高いと思われる。そして、その本拠地も

またこの神代屋遺跡の一角に置かれたことを推定す

ることも許されるのではないだろうか。

今回の調査は中山間地における耕地の改造工事に

伴なうものであって、その範囲が限られ、また、調

査地そのものも長年に亘る地形改変により包含層・

遺構等が本来的な状態で保全されていなかった。そ

のため出土品の量 。質の豊かさに較べると集落遺跡

としての本体を把握することがきわめ不十分に終わ

らざるをえなかったのはまことに残念という他はな

しヽ。

しかし、長安本郷地域において長期にわたる大型

集落変遷の一端を描 き出すことができたことは今後

の地域史を構想する上でその貢献度は高いのではな

いかと想像する。このことをもって今次調査の第一

の意義とし、報告のまとめとしたい。
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土器・陶器・陶磁器観察表

挿図
番号

出土地点 器種
法 量 (cm)

形態・手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
口径 底径 器高

1 4 区 甕
弥生う

19.0

如意状口縁

(外 )ヨヨナデのち指圧痕、3条の平行
沈線、ハケ

(内 )ハケのちナデ、浅い溝

外:黒褐

内:に ぶい

黄橙

～3mm
程度の砂粒

を含む

つ
々 1区

(ク )

18.8

如意状口縁

(外 )ヨコナデ、指圧痕、5条の平行沈

線、タテハケ

(内 )ハケ、ナデ、細ハケ

こぶい黄橙

～3mm
風 化 気 味

3 7区
(//)

17.4

如意状口縁

(外 )ヨヨナデ、指圧痕、6条の平行沈

線

(内 )ヨコナデ

～2mm
良  好 ス ス 付 着

4
区

区 (//)
190

如意状日縁

(外 )ヨ コナデ、6条の平行沈線

(内 )ヨコナデ

～3mm
風 化 気 味

5 4区
(ク )

如意状口縁

(外)ナデ、2条の平行沈線

(内 )ナデ、ケズリ

灰 白

～2mm
風 化 気 味

6 7区
(ク )

如意状口縁、端部は平坦

(外)ハケ、3条以上の平行沈線、指

圧痕

(内 )ハケ、ナデ

にぶい黄橙

～2mm
史  好 ス ス 付 着

7 3-1 区
(//)

踊剖Sは半jH

(外 )ヨコナデ

(内 )ヨヨナデ

責 白

～3mm
不  良 風 化 気 味

8 3区 亜

(ク )

瑞部は平坦

(外 )無軸の羽状文、ハケ、ナデ、指

圧痕

(内 )ヨコナデ、指圧痕

淡黄白

～2mm
良 好

9 6-2
7区

区

ＳＤ (//)

端部に突帝、ラッパ

(外 )ハケ、ナデ、刻目の刺突文

(内 )ミガキ、指ナデ

こぶ い褐

～3mm

金雲母合

10 1区
(ク )

17.0

端部斜目面は平坦、上下に凹線

(外 )ミガキ、ナデ

(内 Ⅲミガキ、指ナデ

こぶい黄橙

～4× 3mm

金雲母含

7-3 区
発
の

(外 )6条 以上の沈線 ～3mmク

金雲母含 不  良

味

着

気

付

化

ス

風

ス

12
区

Ｋ
セ
Ｓ

４

(//)

(外)ハケ、ナデ、5条の平行沈線

(内 )ケズリ
浅責橙

～3mm
良  好

つ
υ 7区

(//)

(外 )1条以上の沈線、ハケ、ナデ

(内 )ケズリ 黄褐

～4mmク

金雲母含 ス ス 付 着

7区 壺
の

(外)ハケ、8条以上の平行沈線

(内 )ケズリ
にぶい責掻

～3mm
不  良 ス ス 付 着

1区
(//)

(外)ハケ、2条以上の平行沈線、

ナデ
r肉 十ヽ デ

淡黄白

～3mm
良  好

16
4-1 区

土器群 (//)

(外 )6条と3条の平行沈線、複線山
杉 寸 こぶい責揺

～3mm
不  良 風 化 気 味

７
′ 4区

(ク )

(外 )ヘラ描き7条の平行沈線、円形

竹管文
r肉 十ヽギ 指庫荒

明黄褐

～3mm

金雲母含

良  好

18 2  匠至
奏
の

(外 )4条以上の平行沈線

(内 )ナデ 浅黄橙

～2mmク

金雲母含 良  好 ス ス 付 着

3-1区 甕底郡
(ク )

8.6

平底

(外)ハケ、指ナデ

(内 )ナデ、指F痕
明黄掲

～2mm
ス ス 付 着

(内 )コゲ跡

20 T7-22
(ク )

７
ｒ

上底状

(外)ハケ、ナデ、指圧痕

(内 )ナデ、指14埴

にぶい黄橙

～2mm

傘 室畳 合

21 3区
(ク )

11.6

平底

(外)ハケ

(内 )ナデ、指

『

痛

浅黄橙

～3mm
不  良 風 化 気 味

つ
る 7区

(//)

上底

(外)ハケ、指ナデ
r肉 +ゝデ

外:灰責

内:にぶい
苦 港

～3mm
良  好 ス ス 付 着

23 4-3 区 霊底剖
(ク )

8.0

平底

(外)ハケ、ナデ、指圧痕

(内 )ハケ、ナデ、指圧痕

黄橙

～3mm

金雲母含
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番号

出土地点 器種
法 量 (cm)

形態。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備  考
口径 底径 器 高

24 3-1 区 甕底吉F

(弥生)

8.0

平底

(外)ハケ
r肉 十ヽデ 指手デ

黄白

-2mm
巴度の砂粒
″合,|

良  好 軋 化 気 味

25 3区 壼底剖
(ク )

12.0

平底

(外)ナデ、ミガキ

(内 )ナデ (?)

にぶい黄程

-4× 5mm

本 三 将 合

不  良 民 化 気 味

26 4区
(//)

11.0

平底

(外)ナデ、指圧痕

(内 )ナデ、指圧痕

浅黄橙

-3mm

金雲母

武 化 気 味

７
！ 4区

(//)
160

平底

(外)ハケ、ナデ

～2mm
良 好 風 化 気 味

28 2区
(//Ⅲ

風化

(内 )ナデ、指ナデ

外 :明 責褐

内:灰責褐

～3mm
並
日

伊ヽ :鳳 イ″

29 壷底剖
(//)

７
′

平底

(外)ナデ、指圧痕

(内 )ナデ、指圧痕

にぶい黄橙

～3mm
良  好

30
6-2 区
7区

S D I (ク )

8.0

厚手、上底

(外)ナデ、指圧痕

(内 )ナデ、指圧痕

こぶい灰責

～3mm

金雲母含

4-1 区
rミルト (//)

5.4

平底

(外)ナデ

(内 )ナデ、指圧痕

にぶい橙

～3mm
ク 不  良

つ
０ T3-39 篭 )氏 封

(//)

(外)ハケ、ナデ

にぶい責種

～3mm
対 コゲ 跡

2区
(ク )

6.0

平底

(外)ナデ
r肉 、キヂ 指庫篤

灰白

～2mm

本 T・早 合

並
日 Щ 化 気 味

34 1区
(ク )

5,8

やや上底気味

(外)ナデ、指圧痕

(内 )ケズリ、指圧痕

外:明黄褐

内:灰黄褐

～2mm
孤 化 気 味

35 7区
(ク )

6.6

平底

(外)ナデ、指圧痕

(内 )ナデ、指圧痕

浅黄橙

～4mm
良 好

36 4-2
D

区

７

甕
(//)

18.6

(外)2条の凹線、ヨヨナデ、ミガキ

(タテ、ナナメ)

(内 Ⅲョョナデ、指F雇、ケズ
')

にぶい責捜

～3mm
不 良 ス ス 付 着

ワ
ｒ 1区 22.0

外

内

巾狭。4条の凹線、ナデ

ナデ、ケズi,

～3mmク

仝三舟合 並
Ｈ 乱 イ監 気 吹

38
6-2 区
7区

SDl (//)
218

(外)3条 の四線、ヨコナデ、刺突文 (ク

シ状工具 )

(内 )ハケ、ナデ、ケズリ

掲灰

～2mm

金雲母含

良  好 ス ス 付 着

39 4-1  区
土器群 (ク )

15.0

(外)4条 の凹線、ナデ、連続刺突文

(工具 )

(内 )ヨコナデ、ケズリ

灰 白

2mm
並
Ｈ

風 化 気 味

40 1'2 区
(ク )

210
(外 )ヨコナデ、浅く薄い沈線状の2条

線 、連続刺突文

(内 )ョコナデ、ケズリ

にぶい黄程

2mm
ス ス 付 着

41

6-2 区
7区

S D l (ク )

21.2

(外)2条の四線、ナデ、刺突文、連続

刺突文 (クシ状工具)、 ハケ

(内 )ハケ、ナデ、ケズリ

～3mm
良  好

42 T3-43
(ク )

16.8
(外)3条の凹線、ナデ

(内 )ヨヨナデ、指圧痕 ク

～2mmク

金雲母含

43 7区
(//)

15.6

(外)4条の平行沈線、ヨヨナデ、連続

刺突文 (クシ状工具)、 ハケ、ナデ

(内 )ヨコナデ、ケズリ

責 褐

～2mm

金雲母合

不 良

44
(ク )

19.2

端部は平坦

(外 )ヨコナデ、従凹線状の連続刺突文
ハケ、ナデ

(内 )ヨコナデ、ケズリ

にぶい橙

～2mm
良 好

45
4-1 区

土器群 16.0
(外)ハケ、3条の凹線

(内 )ョョナデ、ケズi,

～2mm
本  竜 吼 化 気 味

46
6-2 区
7区

S D l (//)
17.0

上胴部はナデ肩

(外)2条の凹線、列状の連続刺突文

(ヘラ状工具)

(内 )ヨコナデ、ケズリ

にぶい責褐

～3mm

金雲母含

良 好 ス ス 付 着

ワ
イ

刀
仕 6-2 区

(//)

16.2

(外)4条の凹線、連続刺突文 (ハケロ

原体)

(内 )ヨコナデ、指ナデ、ケズリ

にぶい責種

～2mm

金雲母含

48
7区 (//)

160
(外)3条の凹線、2条の沈線、連続刺

突文 (ヘラ状工具 )

(内 )ヨコナデ、キ旨圧痕、ケズリ

～3mm

会 三 舟 合
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挿図
番号

出土地点 器種
量 (cm)

形態。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備  考
回径 底径 器高

49 2区 奏
弥生 )

(外)4条 の凹線、連続刻目の刺突文

(内 )ナデ、指圧痕、ケズリ 灰 白

～3mm
程度の砂粒

を含む

金雲母合

良  好

T3-54
(//)

14.0

(外 )2条 の四線、連続束u突文 (ク シ状

工具 )、 ナデ

(内 )ナデ、ケズリ

浅責橙

～3mm
並
日 風 化 気 味

5ユ

6-2 区
7区

S D l (ク )

(外)沈線 (多 条、クシ状工具 )、 連続

刺突文 (クシ状工具 )

(内 )ヨコナデ、指

「

痛、ケズi,

月責褐

～2mm
良  好

4-1 区
(ク )

17.0

複合口縁 ?

(外 )ヨコナデ、多条の平行沈線

(内 )ヨコナデ、ケズリ、ハケ

灰責

～2mm
(外 )スス付着

(内 )コ ゲ跡

53
4-1 区

土器群 (//)
150

複合口縁

(外 )ヨコナデ (強 )、 ハケ (ク シ状工具 )

ハケ、ナデ

(内 )ヨコナデ (強 )、 指ナデ、ケズリ

指 序 席

にぶい黄程

～2mm

ス ス 付 着

54 T3-45 (弥生～

土師)

16.6

複合口縁

(外 )ヨコナデ、2条の平行沈線、ナデ

(内 )ヨヨナデ

～2mm

仝三科合

55
7区

S D l (//)
25.4

複合口縁

(外 )ヨヨナデ、ハケ

(内 )ヨコナデ、ケズリ、指圧痕

〔ぶい橙

～2.5mm

56 4-1 区
土器群

(弥生～

土師)

17.0

単純口縁

(外 )ヨヨナデ、連続刺突

(内 )ヨコナデ、ケズリ、ナデ

浅黄澄

～6×2mm
不  良 ス ス 付 着

ワ
′ 区

糾
７
土 (ク )

130
単純口縁

(外 )ヨコナデ、1条の細い溝

(内 )ヨヨナデ、ケズリ、指F痕
こぶい黄橙

～2mm
良  好

58
7区
S D l (ク )

16.0

単純口縁

(外 )ヨコナデ

(内 )ヨコナデ、ケズリ、指圧痕

こぶい橙

～3mm

谷三 舟 合

赤色顔料塗付
ス ス イ寸 差

7区
(ク )

16.0
単純口縁

(外)ハケ、ヨコナデ

(内 )ヨコナデ、指ナデ、ケズリ

こぶい黄程

～ lmm

金雲母含

60
7区
S D l (//)

15.0

単純口縁、端部は平坦

(外 )ヨコナデ、ハケ、ナデ

(内 )ヨヨナデ、ケズリ、指圧痕

こぶい橙

～2mm
良 好

区
絆

７
土 (ク )

13.8

単純口縁、体部は扁平

(外 )ヨコナデ、ナデ(強 )、 ハケ

(内 )ヨコナデ、指ナデ、ハケ、ケズリ

にぶい黄鵜

～ 2mm

傘 三 舟全

ス ス 付 着

つ
々

7区
土器群

奏

(ク )

15,6

単純口縁

(外 )ヨコナデ

(内 )ヨコナデ、ケズリ、指圧痕

～ lmm

YKYM
T3-A (ク )

14.0

単純口縁、端部は平坦

(外 )ヨコナデ、ハケ、ナデ

(内 )ヨヨナデ、ケズリ、指圧痕

～2mm

傘 三 母 合

7区
土器群

靖
の

12.0

単純口縁

(外 )ヨヨナデ、指圧痕

(内 )ヨコナデ、ケズリ、指圧痕、ハケ

こぶい責褐

～ lmm

65
4-1 区
土器群

奏
土師 )

11.0

単純口縁

(外 )ヨコナデ、指圧痕

(内 )ナデ (クシ状工具)、 ヨコナデ

ナデ、ミガキ

明責褐

～ lmm

66 4-1 区
土器群 (ク )

120
単純口縁

(外)ハケ、ヨコナデ

(内 )ヨコナデ、ケズリ

責橙

～ lmm

ス ス 付 着

ワ
ｒ

盗
υ 7区

(//)
12.0

単純口縁

(外 )ヨコナデ、指圧痕

(内 )ヨコナデ、ケズリ

にぶい責橙

～3mm

68 4-2 区
S K (//)

16.0

単純口縁

(外 )ヨコナデ

(内 )ヨコナデ、ケズリのち指ナデ

～3mm

金雲母合

ス ス 付 着

69 7区
土器群 (//)

15,2

単純口縁、倒卵形

(外 )ヨヨナデ、ハケ、ナデ、列状文

(内 )ナデ、ケズi,

～3mm

70 7区
霊

弥生 )
19,0

(外 )3条の凹線、ハケ、ナデ、連続刺

突文 (クシ状工具)

(内 )ヨコナデ、ナデ(ヘラ状工具)、 ハ

ケ、ケズリ

～3mm

-41-
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形態。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考

口径 底径 器高

ワ
イ 7区 甕

弥生 )

単純口縁

(外 )ヨコナデ、ハケ、タテナデ、指ナデ

(内 )ヨコナデ、ケズリ、指圧痕、指ナデ

明責褐

ヤ3mm
翌度の砂池

と含む

良  好

ワ
イ T5-5 壷

ぐクヶ
160

ロト状漏状

(外)4条の平行沈線、ハケ、ナデ

(内 )ハケ、ナデ、指圧痕、ケズリ

浅黄橙

3mm

金雲母含

風 化 気 味

ラ
イ T3-61

(//)
16.0

ラッタヾ】犬

(外)5条 の凹線、連続ダU状刺突文 (凹

の中)、 ヨコナデ

(内 )ハケ、ヨコナデ、指圧痕

明黄褐

3mm

74
7区
土器群 土師 )

190

榎合口縁

(外 )ヨコナデ、有軸をはさんで

羽状文 (板状工具 )

(内 )ナデ、指圧痕

にぶい褐

～3mm

75 T3-65 大型壺

(ク )

榎合口縁状

(外 )ヨコナデ、ミガキ、タテ方向ミガキ

(入念な暗文状 )

(内 )ヨコナデ、ミガキ

赤褐

lmm

赤色顔料塗付

特 殊 土 器

76 区
絆

７
土

型壷

(ク )

12.0

単純口縁

(外 )ヨコナデ、ハケ、ナデ

(内 )ハケ、ナデ、指圧痕、ミガキ、ケズリ

にぶい黄褐

2mm
ス ス 付 着

ワ
ｒ

７
′

T3-64
6-2区、7区
S D l

Jヽ型重
(ク )

10.7

単純口縁

(外)ハケ、ナデ (強 )、 ヨコナデ、ハケ

(内 Ⅲナデ (弓む)、 指ナデ

lmm

78

区
区

一

７

S D l

Jヽ型重

(//)

つ
々

単純口縁

(外 )ヨコナデ、ナデ、指圧痕

(内 Ⅲヨコナデ、ケズ1,

明責褐

2mm

79 区
絆

７
土

小型壷

(//)

偏球形

(外)ナデ、指圧痕、ハケ

(内 Ⅲケズ1,(弓a)

にぶい黄橙

～ 2mm

奈 三母合

赤色顔料塗布

ス ス 付 着

80
T3-67
6-2区、7区
S D l

小型壷

(ク )

いびつな平底

(外)ハケ、ナデ (工具 )

(内 レ ケヽ、ナデ、ケズ1'

にぶい橙

～1.5mm
ス ス 付 着

8ユ
7区
S D l

小型壺
(ク )

小型丸底 (?)

(外 )ヨコナデ

(内 )ヨヨナデ、ナデ、指圧痕

にぶい黄橙

～2mm
不  良 赤色顔料塗布

つ
々

Ｏ
Ｏ 7区 小型壼

(//)

偏球形

(外)ナデ、ナデ (工具 )

(内 )ナデ、ケズリ 裕 (外一 部

～1.5mm

良  好

つ
υ

Ｏ
Ｏ

7区
キ果離

小型壷
rク 、

偏球形

(外)ハケ、ナデ にぶい黄橙

～2mm
ス ス 付 着

84 壷
の

(外)ナナメハケ、ハケに交差する平行

沈線 (ク シ状工具・3～4条 )

(内 )ケズリ

明黄褐

～2mm

85 4-2 区
土器群

甕
の

薄手、棗目状に膨らむ

(外)多 方向の大いハケ

(内 )ケズリ、指圧痕

にぶい黄橙

～3mm

86 4-1 区
(ク )

(外)多 方向のハケ、ナデ

(内 )ケズリ、ナデ 灰 白

～6X3mm

87 T3-46
弥生 )

(外)多方向の細いハケ、逆「ノ」字状

の連続刺突 (ヘラ状工具)、 ナデ

(内 )ケズリ

にぶい責橙

～3mm

金雲母含

88 区
綿

７
十 (ク )

外

内

多方向の細いハケ、ナデ

ケズリ

～5mm
ス ス 付 着

89 4-1 区 士霊
∽

外

内

多条の平行沈線

ナデ、絞り目 黄橙

～3mm
並
日 風 化 気 味

90
鉢
十師

外

内

デ

デ

ナ

ナ 指ナデ にぶい責橙

―Zmmク

金雲母含 不  良

赤色顔朴塗布

風 化 気 味

91 区
絣

７
土 (ク )

13.0

単純口縁

(外 )ヨコナデ、細いハケ、ナデ

(内 )ハケ、ヨコナデ、ケズi,、 指圧痕

浅 責

～3mm
良  好 ス ス 付 着

つ
々

∩
シ T7-17 甕

の
15.2

単純口縁

(外 )ヨコナデ、指圧痕、指ナデ

(内 )ヨコナデ、ミガキ、ケズリ

明責褐

～ lmm

金雲母含

つ
υ 2区

(//)

17.0
鞠
研
的

1口縁

|ヨ コナデ

け デ、指圧痕、ケズリ

にぶい責褐

～2mm
風 化 気 味

94
7区
土器群

郭
の

外

内

ナデ

ナデ、指圧痕 にぶい褐

lmm
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95 T6-8 手づくね

(土師 )

5.0

凡 瓜

(外)ナデ、指圧痕

(内 )ナデ、指圧痕

浅黄橙

～2mm
程度の砂粒
浄合

=争

良 好 ス ス 付 着

96

区

区

‐

・２

７
ｎ

Ｓ
〉
　
Ｒ

郭
くクヶ

7.4

購

彿
ｍ

∫は波形

)ナデ、指圧痕

)ナデ、指圧痕

微砂粒

金雲母含

97 7区
郭

‘クＪ
(外)ナデ

(内 )ナデ 灰 寅

密

98 奏
の

200
単純 口縁

(外 )ヨヨナデ、ハケ、ナデ

(内 )ヨコナデ、ケズリ

生ぶい黄橙

～3mm
ス ス 付 着

99 T3-53 鉢
紺

196
外

内

ハケ、ナデ、指圧痕

ケズリ、指ナデ 月黄掲

～2mmク

金雲母含

100 1区 甕底剖
(ク )

7.0

寧手

(外)ナデ、指圧痕

(内 )ナデ、指圧痕

こぶい黄橙

～3mm
ス ス 付 着

10ユ

区

区

‐

・２

７
ｎ

６

　

Ｒ

卿付鉢

(弥生)

16.8 9,7 12.4

外

内

ヨコナデ、ハケ、ナデ、指圧痕
ハケ、ナデ、指圧痕

～3mm
脚部―赤色顔料塗布

ス ス 付 着

つ
々

∩
）

6-2区
7区

R n  l
鉢
の

(外)ナデ、指圧痕

(内 )ナデ、指圧痕 喪責橙

～3mm

103
区

区

‐

Ｗ
７
Ｄ

６

　

Ｓ

脚

骸
6.4

(外)ナデ

(内 )指圧痕 粥責橙

～3mm
並
Ｈ 風 化 気 味

104
6-2 区
NO.1

高杯杯部
rク Ⅲ 20,0

(外)ハケ、ヨコナデ (強 )、 指圧痕

(内 )ナデ、指ナデ にぶい責褐

～ lmm

良  好

着

味

付

気
ス
化

ス
風

105
7区
土器群 (ク )

150
(外)ナデ、ミガキ

(内 )ナデ、ミガキ 生ぶい黄橙

～3mm
風 化 気 味

106 7区
土器群 (ク )

16.0
捗
∝
硼

円盤法、複合状の段

ミガキ、ナデ

ミガキ、ナデ、指ナデ

赤褐

～3mm

金雲母合

赤色顔料塗布
ス ス 付 着

７
ｒ

（
Ｖ 区

絆
７
土 (ク )

170
(外 )ミガキ、ヨコナデ

(内 )ミガキ、ヨコナデ、指ナデ

～3mmク

赤色顔料塗布

108 7区 葺杯脚剤
(ク )

7.2

充填円盤法

(外 )タテナデ、ヨコナデ、細いハケ

(内 )絞り目、指ナデ、細いハケ

炎黄 砂粒合まず

良選の胎土

109
7区
土器群 (ク )

(外)ハケ

(内 )ケズリ こぶい黄橙

～2mm

110
7区
S D ユ (//)

(外)ハケ、ナデケシ

(内 )ケズリ、ナデ、絞り目
外 :に ぶい瑶

内:橙

～2mm

7区
(ク )

(外 )タテクヽケ

(内 )絞り目

外:ク

内:ク

-2.5

つ
々 7区

(ク )
11.2

(外)ハケ、ナデ

(内 )ハケ(裾部) 三ぶ い沿

～3mm

T3-63
(ク )

難
∽
ω

円盤法
ハケ、ナデ、ミガキ、指圧痕

絞り目、ヨコナデ、指圧痕

明責褐

～ lmm

風 化 気 味

114 7区
(ク )

(外)ナデ

(内 )ナデ

～ lmm

115 (//)

(外 )ミガキ、ナデ、指圧痕

(内 )ハケ、ナデ、指圧痕 こぶい黄橙

～2mm

116
7 区
土器群 (//)

10.8
外

内

ハケ、ナデ、ミガキ

ケズリ

～3mm珍

金雲母合

７
′

6-2 区
7区

S D l
及形器士
1土師|

16.0

(外)ハケ、ナデ

(内 )ヨコナデ、指ナデ 月黄褐

微砂粒

118 区
締

６
土

小型lT

(//)

8.0

体部中段に段状のふくらみ

(外 )ミガキ

(内 )ミガキ

嗜灰

径

119 6区 浅鉢
(ク )

11.6

波状口縁 (浅い )

(外 )ミガキ

(内 )ミガキ、ヨコナデ (強 )

胎:にぶい

褐

色:黒褐

顔 料 塗 布
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号

挿
呑 出土地点 器種

法 量 (cm)
形態。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備  考

口径 底径 器高

120 T3-53 不の蓋
1須恵器)

深身の蓋、瑞部:凹 線

天丼部と体部の境の突出はひさし状 暗青灰

～2mm
程度の砂粒

を含む

良  好

2区
(ク )

天丼部と体部の境の突出はひさし状

端部は深いくtFみ 灰

密

122 1区
(ク )

(つまみ綾
54

輪状つまみ (貝占り付け?)

つまみ端頂部に浅いくIFみ

～2mm
肩部:自然THI

つ
々 4区

(ク )
13.0

端部は′鳥嘴状、外側に凹線状のくtま

み

～3mm
重ね焼跡

124 4-1 区 (ク )

(//,

ハ9
輪状つまみ (つまみ出し)

つまみ部と天丼部の増に浅い溝

～ lmm

０
々 4区 (ク )

(ク )

R∩
輪状つまみ(つまみ出し)

にぶい萱袴

～3mm

126 T7-2 区
(ク )

‐４．４〔り
％

3.8

輪状つまみ

灰

密

０
と T7-2 区

(ク )

(ク )

ハ9
輪状つまみ、削り出し
毬宰喜【ι士皇 VH・ )キ

微砂粒

128 7区 (//) 13.0
端部は鳥嘴状 ～3mm

つ
つ 3区 (ク ) 12.0

深 みのある蓋

転許喜ヽ 1■ 皇躍彗)や

～7× 5mm

130 1区 (ク )

内フ ケヽ 外 :灰

内:褐灰

～0.5mm

2区 (38) 協 14.4

回転ナデ 外 :褐 灰

肉 :F音親

～2mm

2区
(//)

局台橙

10.0

貼り付け高台

内:凹 凸あり

外:褐灰
肉 :鷹

～2mm

1区 (//)

(ク )

9∩

削り出し高台

畳付部に巾広い溝 白

灰

灰

外

内

～0.5mm

134 T7-1ユ
(ク )

，

０

ク
　
ー

．

削 り出し高 台 、深 身

菖 台 幹 菩附こ溝 ぃ澄 灰

～ lmm

4区
(ク )

く
ク

＞

８

．

０

削り出し高台
菖 合 辞 Kに濫

～ lmm

136 3区
(//)

＞

０

ぐク
ｍ

高台は体下半部の形成と一体化して

貼り付ける

端部に溝

外 :黄橙

内:に ぶい

黄橙

～3mm

，
ｒ T9

(ク )
140

貼り付け高台

褐 灰

密

138 T10-1
(//)

12.2
回転ナデ 外 :黒褐

内:灰

密 外:薄 い自然釉
搬入品?

139 1区
(ク )

17.0
灰

～0.5mm

140 T5-12
(//)

密

141 T併 1
(//)

14.2

端部は強くつまみ出し 外 :灰黄褐

内手にぶい

責橙

～2mm

142 2区
(ク )

120 (ク )

7∩ 5,0
削り出し高台
首 答 獣 ゐ 酢 而  =格 彰 灰 白

～6×4mm
やや不良 重ね焼跡

０
０

刀
生 1区

(フ )

(ク )

RA
貼り付け高台

灰

～2mm
良 好

144 1区
(ク )

14,0
平底

低部は回転糸切り 灰 白

～ lmm

145 T13-5
(ク ) 64

薄手、低部は高台状、平底、強くシボ
i,→ 入7t m辞家 Ivl h 灰

～ lmm

146 4-3 区
(//)

⑫
７
．
４

貼り付け高台、高台端部に溝

低部は静止糸切り、低部(内 )布 ロナデ 褐 灰

～ lmm

ワ
ｒ

ガ
仕 4区 (//)

(//)
1l A

大型不
旨ITh Hi,営 苔

～ lmm

148 5区
小1虫 昔|

(ク )
6.0

低部は平底でしtFる、回転糸切り

灰

密

149 7区 埒
の 34.8

外:2条の沈線(口縁)、 ナデのち波状文
褐灰 内:自 然釉

150 4 区
(ク )

240 口縁端部は平坦 灰

T10-10 大奏
(ク )

玉縁状の口縁端部

外:凹 線をはさんでヘラ状工具による

細 【 ぃ 渡 肢

褐灰

密

施釉

152
2区

1父R
餐
列

外 :平行タタキロ

内:同 心円状のタタキロ

外:褐灰

内:灰 自然ヌ髄
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番 出土地点 器種

法 量 (cm)
形態。手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備  考

口径 底径 器高

区
屎

４
「４

釜
須恵器

外 :平行タタキロ

内:同 心円状のタタキロ 協 灰

密

鷺  好 自然TEI

154 1区
(ク )

外:格子文のタタキロ

内:同心円メ犬のタタキロのちナデ 暗褐灰

155 1区
(ク )

外:平行タタキロ、粗い縄目

内:タタキロ ∝

密

156
区

区

壷
くク＞

体部は扁球形 ～2mm

157 1区 長頸重
(ク )

94
回転ナデ ｍ５ｍ

ク 内 :薄 ぃ自然 紬

158 2区 郭 ?

rク )
9,0

高台部は削り出し、端部に溝 密

159 4区 壷底剤
r//)

高台部は貼り付け 外:黄灰

内:灰 白 外 :薄 い自然釉

160 4-1 区
(//)

112
局台言Бt期占り付t,

灰

～2mm

161 T9-2 範の
60

底部は平底で回転糸切り 灰暗

灰

外

内

～3mm

162 2区
(ク )

6.6
底部は平底

灰

～2mm

163 1区 鉢
∽

複合口縁状 ～1.5mm
内湊 減 して光 沢 あり

164 1区
こね鉢

r//Ⅲ 吹 白

～ lmm

165 T6-1 区
高杯C
脚部? 褐 灰

密

166 T10-1
三足揺

(ク )

大型の足付盤

灰 白

～ lmm

外 :自 然釉

TS-16 碗 15,0
口縁端部はつまみ出し尖り気味

外:線刻文 灰 白

緻 密

良  好 白磁、v類、12C

168 7区
上部で外に屈曲、端部は尖り気味

外:線刻支

密

白磁、V類、12C

169
3

4-1
区

区 皿 100
口縁部はロハゲ、端部直下に浅い沈溺 緻密

白磁(中 国kⅣ 類、12C

170 6-1 区 碗 16.6
口縁部は玉縁状 オリーブか

かつた灰白

密

白磁(中 国)、 Ⅳ類、12C

７
ｒ 2区 14.2

口縁部は玉縁状

灰 白 J磁、hr類 、12C、 大学府

172
6-1 区

T12-1
甲19_9

鉢 18.0

口縁部は玉縁状 Ⅳ類

(中 国 )

ワ
イ 1区 碗

口縁部は玉縁状 オリーブか

かった灰白 白磁、大学府、Ⅳ類

７
′

か
注

壼
水

胎 :灰白

釉 :に ぶい

昔潜

緻密

白磁,袋物、■C～ 12

C蔀

７
ｒ 4区 碗

内:ク シ状工具による曲線文様

にぶ い昔 搭

密

白磁、Ⅳ類、12C

ワ
′ 1区 皿

灰 白

白磁 (中 回)、 Ⅳ類、

７
ｒ

７
ｒ 1区 碗 7.0

体部に中狭い湾刃による縦四線文を

連続的に施す

オリーブか

かった灰白

白磁、12C、 大学府
Ⅳ類

７
ｒ T3-16 皿 4.9

灰 白

綾密 白磁、15C後～16C
解 庁 HH

179 6-1 区 碗 6.4
高台は浅い削り出し

内狙条の浅く巾広の溝

オリーブか

かった灰白

密 白磁(中 国)、 Ⅳ類

180 1区 4.8
見込み部分で外に折山

灰 白 白磁 、Ⅳ基百、12C

4区 12.0
オリーブか

かった灰白

緻密 青磁龍泉窯系、I類

Ｏ
Ｏ 7区 13.0

口縁部で外に折曲
書 歳 lR～ 1刀 企絡

T2-4 10.0
口縁部で外に折曲

灰オリーブ 青磁、戦国時代

184 7  じ三 皿
口縁端部は花びら形

内:ヘラ彫り文様 青磁、16C、 稜花、Ⅳ類

185 7  じ至 盤 20.0
口縁部で大きく外に折曲

外:鏑蓮弁文
青磁、12～ 14C

龍泉窯系

186 7区 皿
内:ヘラ彫りによる文様

クシ状工具によるかく花支様
青磁、13～ 14C
回 与 空 琢
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口径 底径 器 高

187 1区 (54) 盤 24.0
口縁部は大きく外反、斜め上下に拡張
十ス オリーブ灰

青磁 (中 国)

14～ 15C

188 6区 碗 4.8
外:錦蓮弁文 密

青磁 、15C頃

189 T3-22 盤 90
高台は低く尖り気味

青種 (中国 )

190 2 区 碗 58
厚手、高台は浅い削り出し

同一個体に飼蓮弁文あり 灰・オリーブ

青磁、13C

龍泉窯系

191 1区 5,8
高台付

オリーブ責 青磁、I類、龍泉窯系

192 7区
(天日)

12.0
口縁部は外に屈曲

責褐 中国、13～ 14C

193 2区 15.0
薄 手 、間入

向綴 絆 嘗Kι主外 席1 4niIIt 白灰

緻 密 磁
鮮

白
朝

194 1区
日縁部はクト板

外:線刻(花弁様)

内:浅い沈線風平行線文

オリーブ灰

白

密 磁

類

Ｃ

白

Ｖ

‐２

195 7区 ′
染付Ⅲ

5.2

外 :高台と体部の境に1重線、2重線

文、植物文様

内:見込み部分に2重線文と植物支様

天白

寸 :喜

緻 密

中国

196 1区
(ク )

つ
々

刀
仕

高台部は高い

外:2重線文様と文様

内:見込み部分|こ2重線文、花文様

胎 :灰 白

袖:青 味透明

文 :藍

中国、16C

７
′

〔
ν 1区

(ク )
38

外 :2重線文、1条線文、網目文様 飯
蛇

肥前系
伊万里系、江戸時代

198 6-1 区 4.0
内:見込み部分に大い2重線文、砂目動 白

瑳

一人

党

肥前系、伊万里焼

18C

199 3区 (染付 ) 4.0
外■重線の大い文様、文様

更 白 中 日 、16β

200 T13-5 皿

染付 )

口縁端部は尖り気味

外 :2条の線文様、文様

内:2条の線文様

白

壌

灰

文

緻 密

良 好 溝州窯系、16C後

201 6区 碗
ぐク，

内:巾広の2重線文

文様

胎:灰白

和:青味透ワ

文:藍

中国、16C中

202 7区 紅 皿 4.4
外:細い沈線を放射状に施す、日縁端

部は平坦 戻白

肥前系
江戸時代

203 4-3 区 士亜 5,4
口縁部は大きく外反、端部は玉縁状

天オリーブ

16C

中国か?朝鮮か?

204 T7-12 皿 4.6

局 含 部 は茂 い 同Jり 出 し

外:薄 い釉

内:砂目跡

冶:に ぶい

え白

簡:灰オリーラ

密

唐津、江戸前半

205 4区 4.4

高台 部 1ま浅 い削 り出し

『

灰 白

曲:灰オリー

デ

朝鮮、16C

206
区

区 堕 13.0

回転 ナデ

黒灰

～ lmm

程度の砂粒

を含む

207 6区 皿 4.2

高台部は浅い削り出し 胎 :灰オリー

ブ

釉 :オリーブ

密

朝鮮

208 亜
褐釉、肩言限こ1条の巾広い沈線 治 :に ぶ い荘

rh・ [fぶモタ、必

緻 密

由 廂 lq～ 1と r

209 6-F 区
士霊
隣

18.0

外:ハケのちナデ

内フヽケ

～2mmク

わずかな

金雲母

外:着色料

210 6-1 区 橋鉢 12.0

低部は薄手

外フヽケのち粗いナデ、(底 )粗いナデ

内:5条の指日、指圧痕 〔ぶい橙

～3mm
程度の砂瓶

を含む 備前焼

T12-4 254
口縁端部は斜め上下に拡張し外側は

平坦  外:ヨ コナデ
肉 十 Fの ム 篇 日

掲灰

～2mm

212 1区 10.0
外:粗いナデ

内:7条のFgE目 のちナデ 膚吉 楊

～2mm

213 Tll-2 30.2

口縁端部は斜め上下に拡張し尖り気味

内:ナデのち6条の指目 黄褐

～3mm

7区
口縁端部は斜め上下に拡張し外側は

平坦  外 :ヨコナデ

内:ヨ ヨナデのち指目

褐灰

～2mm
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挿
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形態・手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備 考
日径 底径 器 高

215 4-3 区 播鉢 30.2

口縁部は上下に長く拡張

内:強いロクロロのち7条の幅目 暗青灰

密 備前焼

216 4-3 区 25,0

口縁部で逆「く」字状に屈曲、端部は平坦

内:回転ナデのち列状のヨコ方向の情目 天褐

～2mm

217 7区 火鉢
(瓦質 )

26.0

口縁言印ま逆「L]字状に屈曲

端部は平坦

外、内:ミガキ

胎:にぶい責

登

髄:黒

密

戦国時代

218 1区 煙
∽ 33.0

口縁端部は玉縁状

体部は逆「人」字状に開く 外、内:ナデ 瞥灰緑

219 T3-55
火鉢
(//)

外:大、小の格子文  花文様

内:ナデ

Ⅲ:黒

勺:にぶい費絹

～ lmm

良

220 7区 氏石(?
薄い板状台形状

磨き面2面

221 1区 包丁
r?Ⅲ

片面 にミガキ

222 7区 製
斧

磨
石

両凸 (蛤刃?)、 刃縁部は直刃

223 2区 磨

224 磨

５つ
々

つ
々

区
区

１

）
７
Ｄ

６

　

Ｓ

小さい板状鉄斧

226
6区
ヤベ,レ ト 鉄器

鋤先状鉄器、平らな板状部縁に折り

曲げたような着接部がみられる

227 石族
扁平な身、浅い凹基式

228
凹基式

塁醒馬

229
7区
n l

椀
r大型

底部は平底

230 銭
寛永通法  ス宝銭

23ユ
文 銭
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図版 I

I-1

遺跡の全景 。その 1

(北方より)

I-2
遺跡の全景 。その 2

(南方より)

I-3
調査区全景 。その 1

(上空より)



図版 Ⅱ

正-1
調査区全景 。その 2

(西方より)

Ⅱ-2
1区、 2区調査区全景

(上空より)



図版 Ⅲ

Ⅲ-1
3区、 4区調査区全景
(上空より)

Ⅲ-2
6区 、 7区調査区全景
(上空より)

Ⅲ-3
S101の 全景
(北方より)



「 5丹 じFTヽ ア
ロ サ:ザス とV

V-1
焼失 した S101
横たわる炭化材

(北方より)

V-2
SB01全 景

(北方より)

Ⅳ-3
SB02全 景

(北方より)
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図版V

/｀＼
一■
くヽ夕
一府

V-1
SK01と 周辺の
ピッ ト群
(北方より)

V-2
SK02

V-3
SK01と 埋土

(北方より)

‐
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1拶にこヽど塾難



図版Ⅵ

Ⅵ-1
SD02の 全景

(北方より)

Ⅵ-2
SD03の 全景

(北方より)

Ⅵ -3
7区土器溜り③
の検出状況



図版Ⅶ

41

Ⅶ-1 弥生土器 (1/3)(数字 fよ 挿図の上器番号。以下同じ)外面

Ⅶ-2 弥生土器 (1/3)内画



爾
54

Ⅷ-1 弥生土器 (1/3)外面

Ⅷ-2 弥生土器 (1/3)内面



図版区

X-1 弥生土器・須恵器 (1/3)外画

151

Ⅸ-2

コ

弥生土器・須恵器 (1/3)内面



図版X

硫

後

２。‐

駆
182

ぽ

″

ヽ

199

転
恥
182

α
‐８‐

リ
178

X-1 陶器 。陶磁器 (1/3)外面

ヽ
、ヽ、

.Ⅲ
‐i再と|||IJ‐

178
鶴
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■
■

解
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一

こ

環

２。‐
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174

X-2 陶器・陶磁器 (1/3)内面



図版�

� -2 土師器・小壷 (1/2.5)

� -1 土師器・菱 (1/2.5)

� -3 土師器・費 (1/2.5)



図版�

� -1 土師器・高杯 (1/2.5)

� -2 弥生土器・高杯 (1/2.5)
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� -3 石器 。銅銭 (1/3)
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